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　下水道は、目に見えないところで私たちの生

活を支えています。主な役割は 2つあります。

　下水道を整備することによって、台所・風呂・

トイレなどの家庭から出る汚水や工場から出る

汚水は、道路の下にある下水道管に直接排水さ

れます。そのため、悪臭やハエ、蚊の発生を防

ぐことができ、まちが清潔になります。

　家庭から出る汚水や工場から出る汚水は、道

路の下にある下水道管を通って下水処理場に送

られます。そこできれいな水にしてから放流す

るため、川や海がきれいになります。

　私たちの家庭から排出される汚水は、下水道

管を通って、下水処理場へ運ばれます。安田地

区は安田浄化センターへ、水原・京ヶ瀬・笹神

地区は約 17 ㎞離れた新潟市北区にある新井郷

川浄化センターへ運ばれます。

　下水処理場には次のような施設があり、汚水

を処理します。

①沈砂池

　 大きなごみや砂を取り除き、ポンプで最初沈

殿池に下水をくみ上げます。

②最初沈殿池

　 ポンプで送られてきた下水がゆっくり流れて、

沈みやすくなった浮遊物を沈殿させます。

③反応タンク

　 多量の微生物の入った泥と下水に、空気を送

り込んでかき混ぜます。下水の汚れは微生物

の餌となり、フロックと呼ばれる沈みやすい

固まりになります。

④最終沈殿池

　 フロックの固まりを

沈殿させ、透明な上

澄みと分けます。上

澄みは塩素混和池へ

送られ、沈殿物の一

部は再び反応タンク

へ戻されます。

⑤塩素混和池

　 川や海に放流するに

当たって処理水を滅

菌します。

下
水
道
で
広
が
る
未
来

〜
子
・
孫
の
代
ま
で
清
流
を
〜

下 

水
道
と
は
？

　
　
　 

　
9
月
10
日
は
、
下
水
道
の
普

及
と
そ
の
活
用
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
下
水
道
の

日
」
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
汚
水
を

き
れ
い
に
し
て
川
や
海
に
返
す

と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い
、

生
活
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る

下
水
道
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

新井郷川浄化センター（新潟市北区）

川や海がきれいになります

快適な生活環境をつくります

　
下
水
道
と
は
、
日
頃
の
生
活
で
私

た
ち
が
使
っ
て
流
し
た
水
（
汚
水
）

を
下
水
処
理
場
ま
で
運
び
、
処
理
す

る
施
設
で
す
。

　
近
年
、
工
場
排
水
の
規
制
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
水
質
汚
濁
の
主
な
原

因
は
、
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
る
生

活
排
水
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
台
所
や
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
か

ら
出
る
生
活
排
水
の
中
で
も
台
所
か

ら
の
汚
水
が
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。

　
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
浄
化

槽
（
ト
イ
レ
の
み
の
浄
化
槽
）
を
使

用
し
て
い
る
場
合
、
家
庭
（
台
所
や
風

呂
等
）
か
ら
出
る
生
活
排
水
は
、
近

く
の
側
溝
や
水
路
に
そ
の
ま
ま
流
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
川
や
海
が
汚

れ
る
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
下
水
道
に
接
続
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
汚
水
は
下
水
道
管
を

通
り
、
下
水
処
理
場
で
き
れ
い
な
水

に
な
っ
て
か
ら
、
川
や
海
に
流
さ
れ

ま
す
。

　
私
た
ち
が
使
う
水
は
、
川
や
海
の

水
が
太
陽
の
熱
で
温
め
ら
れ
て
蒸
発

し
、
そ
れ
が
雲
に
な
り
、
雨
や
雪
と

な
り
ま
す
。
こ
の
繰
り
返
し
の
お
か

げ
で
私
た
ち
は
生
活
で
き
て
い
ま
す
。

　
川
や
海
の
環
境
を
守
り
、
貴
重
な

水
資
源
を
維
持
す
る
た
め
、
下
水
道

は
私
た
ち
の
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て

い
る
重
要
な
施
設
で
す
。

●下水道の処理

下水道処理の流れ

●下水道の役割

生活排水

除害施設

沈砂池

最初沈殿池

汚泥処理施設
水質
試験

最終
沈殿池

反応タンク

マンホール 塩素混和池
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特集　下水道で広がる未来

目に見えない道路の下下水道に接続しよう

 汚水ますの設置汚水ますの設置

　道路の下に下水道を整備しても、皆さんから下水道に接続して利用してもらわなければ、

意味がありません。下水道への接続に当たっては、次のような工事を行っています。

下水道への接続工事は、およそ 3

～ 10 日で終わります。快適な生

活環境のためにも、接続工事への

ご協力をお願いします。

一般的な下水道工事で使用される下水道管の断面（直径 20 ㎝、原寸大）。

道路の下、約 1～ 5ｍの所に埋設され、汚水を下水処理場まで運びます。

 排水管に接続排水管に接続

 公共ますに接続公共ますに接続

 埋め戻し埋め戻し

 下水道管の埋設作業下水道管の埋設作業

　下水道は道路の下を流れているため、普段私たちは目にすることができません。道路の下

には下水道管があり、その下水道管を維持・管理するため、マンホールが設置されています。

 道路の下のマンホール道路の下のマンホール

　台所や風呂、トイレから出る排水管の先に汚水ますを設置し

ます。汚水ますにはさまざまな種類があり、洗面台

や洗濯機の排水管の先には、トラップますと

呼ばれるものを設置し、臭気や虫の屋内

侵入を防ぎます。汚水ますは排水管

の点検口となり、詰まり等のトラ

ブル復旧の際に使用します。

　汚水ますを排水管に接続します。排

水管は、宅内からの全ての排水が合流

する公共ますに向かって約 2％の勾

配がとられています。この勾配が緩

いと汚水の停滞を招き、逆に強す

ぎると汚水だけが流れ、固形物

が残ってしまう場合があります。

　排水管を公

共ますに接続

し、家庭から

の生活排水が

下水道に流れ

るようにしま

す。

　最後に土砂

で埋め戻しを

行い、工事は完

了です。

今年度は、松井町 1、天神堂、沖通、

福田、堀越、七石、境新、熊居新田、

須走、下福岡、村岡、塚田の自治

会で下水道工事を計画していま

す。周辺の皆さんにはご迷惑をお

かけしますが、よろしくお願いし

ます。

　下水道は各家庭の汚水を自然の勾配を利用して下流に流すた

め、下水道管を埋設する高さや方向が重要となります。

埋設する下水道管 1本ごとに高さ・方向をしっか

り測定・調整しながら埋設します。現場の

状況によって変わりますが、1日に約 4

～ 8 ｍ（下水道管 1、2 本）のペー

スで埋設していきます。

　マンホール

は、下水道管

を維持・管理

するためのも

ので、下水道

管の曲がる場

所や高さを変

更する場所に設

置されています。

ふたは直径 60

㎝ですが、内部

は直径90㎝となっ

ています。大きさ

は下水道管の深さに

よって変わります。

上下水道局下水道管理係

山口 主任

　受益者負担金（集落排水分

担金）とは、下水道が使用で

きるようになった人から、都

市計画法や地方自治法に基づ

き、下水道建設費の一部を負

担してもらう制度です。受益

者とは、原則下水道が使用で

きるようになった区域内の土

地所有者です。

○ 受益者負担金の額（基本割

と面積割の合計）

　・ 基本割…1戸または 1事業

所当たり 100,000 円

　・ 面積割…土地 1 ㎡当たり

400 円

　土地の面積には上限を設け

ています（水道メーターの口

径により異なります）。また、

同一画地内に別棟で給排水設

備のある建物がある場合は、

基本割が加算されます。

受益者負担金
　下水道に接続すると、毎月

下水道使用料が掛かります。

下水道の使用水量は、下水道

自体にメーターを付けること

ができないため、水道使用水

量をそのまま下水道使用水量

として計算します。水道水と

井戸水を併用している家庭や

井戸水だけ使用している家庭

は、別の計算方法で下水道使

用料を算出します。

　4 ～ 5 月に農業用（育苗用）

として水道を一時的に多く使

用する場合は、下水道使用水

量を別に認定します。希望す

る場合は、毎年 3 月から 4 月

までの間に申請が必要です。

　下水道使用料は、安心して

下水道を使用してもらうため、

下水道の本管清掃や修理等の

維持管理に充てられます。

下水道使用料
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高
い
下
水
道
接
続
率

田山自治会

佐藤 博さん

　
田
山
自
治
会
で
は
、
下
水
道
の
接

続
率
が
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
田
山
自
治
会
の
佐
藤
博
さ
ん

に
下
水
道
接
続
に
つ
い
て
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。

―
下
水
道
に
接
続
し
て
変
わ
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
以
前
は
、
ふ
た
を
開
け
て
道
路
の

側
溝
を
清
掃
し
て
い
ま
し
た
。
泥
上

げ
や
泥
の
処
分
が
大
変
で
し
た
が
、

接
続
率
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
、
側
溝

に
泥
の
堆
積
が
な
く
な
り
、
最
近
で

は
10
年
ほ
ど
清
掃
し
て
い
ま
せ
ん
。

―
他
に
は
あ
り
ま
す
か
。

　
下
水
道
接
続
前
は
側
溝
か
ら
害
虫

が
発
生
し
、
殺
虫
剤
で
対
処
し
て
い

ま
し
た
が
、
接
続
後
は
害
虫
が
発
生

し
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
側
溝

か
ら
の
嫌
な
臭
い
も
な
く
な
り
ま
し

た
。

―
多
く
の
自
治
会
で
下
水
道
の
接
続

率
が
高
ま
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
下
水
道
の
接
続
が
進
む
と
、
道
路

の
側
溝
清
掃
の
回
数
が
減
っ
た
り
、

嫌
な
臭
い
が
発
生
し
な
く
な
っ
た

り
、
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
環
境

が
他
の
自
治
会
に
も
広
ま
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

下 

水
道
へ
の
接
続
で

　
　
　 

快
適
な
生
活
を

気を付けよう！ 下水道の注意点

トイレットペーパー
以外（紙オムツなど）
は流さない

残飯やてんぷら油は
流さない

特集　下水道で広がる未来

　
下
水
道
は
時
代
と
共
に
変
遷
し
て

き
ま
し
た
。
世
界
で
最
も
古
い
下
水

道
は
、
今
か
ら
約
4
千
年
ほ
ど
前
に

古
代
イ
ン
ド
で
造
ら
れ
た
も
の
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
昔
か
ら
し
尿
を
農
作

物
の
肥
料
と
し
て
用
い
て
い
て
、
し

尿
を
直
接
川
に
流
し
た
り
す
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、明
治
時
代
に
な
り
、人
々

が
東
京
な
ど
の
大
都
市
に
集
ま
る
よ

う
に
な
る
と
、
大
雨
に
よ
っ
て
家
が

水
に
浸
か
っ
た
り
、
低
地
に
た
ま
っ

た
ま
ま
の
汚
水
が
原
因
で
伝
染
病
が

流
行
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
明
治
17
年
、
日
本
で

初
め
て
の
下
水
道
が
東
京
で
造
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
第
2
次
世
界
大
戦
後
、

産
業
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
、
工
場

等
の
排
水
に
よ
っ
て
河
川
や
湖
沼
な

ど
の
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
が
社

会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

昭
和
45
年
の
下
水
道
法
改
正
に
よ

り
、
下
水
道
は
ま
ち
の
中
を
清
潔
に

す
る
だ
け
で
な
く
、
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
関
連
で
よ
く
目
に
す
る
も

の
と
い
え
ば
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
で

す
。
標
準
的
な
ふ
た
は
直
径
が
約
60

㎝
、
重
さ
は
約
50
㎏
も
あ
り
ま
す
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
の
特
色
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
旧
4
町

村
に
も
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ

た
は
あ
り
ま
し
た
が
、
合
併
し
て
阿

賀
野
市
に
な
っ
て
か
ら
は
新
し
い
も

の
が
作
ら
れ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た

も
移
り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
交
差
点
や
カ
ー
ブ
の
多
い

所
の
た
め
に
、
表
面
が
ザ
ラ
ザ
ラ
し

て
い
る
ス
リ
ッ
プ
防
止
用
の
マ
ン

ホ
ー
ル
の
ふ
た
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
頃
何
気
な
く
使
っ
て

は
流
し
て
い
る
水
。
下
水
道
は
そ
う

い
っ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
自
然
へ

返
す
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
き
れ
い
に
な
っ
た
水

を
下
水
再
生
水
と
し
て
植
樹
帯
散
水

や
道
路
・
街
路
・
工
事
現
場
の
清
掃
・

散
水
、
ト
イ
レ
用
水
、
融
雪
用
水
な

ど
に
利
用
し
た
り
、
下
水
が
持
っ
て

い
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
冷
暖
房
の
熱

源
と
し
て
活
用
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
汚
泥
を
燃
や
し
た
灰
は
建
築
資
材

な
ど
の
原
料
と
し
て
有
効
利
用
さ

れ
、
健
全
な
循
環
型
社
会
へ
の
形
成

に
貢
献
す
る
な
ど
、
そ
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が
あ
る
下
水
道

も
、
皆
さ
ん
に
接
続
し
て
も
ら
わ
な

い
と
、
そ
の
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
。

下
水
道
の
利
用
に
つ
い
て
考
え
る
い

い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
下
水
道
の
こ

と
や
生
活
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
で
、
子
の

代
、
孫
の
代
へ
、
き
れ
い
な
川
や
海

を
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
局
　
☎
62
‐
２
８
３
３

つ 

な
い
で
残
そ
う

　
　 

き
れ
い
な
水
資
源

意 

外
に
古
い
!?

　
　
　 

下
水
道
の
変
遷

身 

近
な

　 

マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た

こ
れ
ま
で
の
下
水
道 

こ
れ
か
ら
の
下
水
道

さ
ま
ざ
ま
な
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た

旧安田町

スリップ防止用 旧京ヶ瀬村旧笹神村

阿賀野市 旧水原町
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今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し

い
農
業
委
員
会
制
度
の
下
、
7

月
20
日
の
改
選
で
農
業
委
員
19

人
が
任
命
さ
れ
、
会
長
と
い
う

重
責
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
農
業
委
員
会
が

推
進
委
員
19
人
を
委
嘱
し
ま
し

た
。
推
進
委
員
は
農
業
委
員
と

密
接
に
連
携
し
、
次
の
業
務
を

行
い
ま
す
。

・ 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
地
域
の  

農
業
者
等
の
話
し
合
い
を
推
進

・ 

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・  

集
約
化
を
推
進

・ 

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解  

消
を
推
進

　
農
業
委
員
と
推
進
委
員
が
一

体
と
な
っ
て
担
当
地
区
で
活
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後

も
地
域
に
根
差
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
農
地
等
利
用
の
最
適
化

①
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

②
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消

③
新
規
参
入
の
促
進

　農業委員会では、担い手への農地の利用集積

促進（所有権移転、利用権設定等）のため、農

用地利用集積計画による農地の権利移動の受付

事務を行っています。農地の「あっせん」等や

譲渡税の特別控除などの制度もありますので、

気軽に農地に関する相談をお寄せください。

■問い合わせ＝農業委員会（安田支所 2階）

　◎農地転用、農業者年金…☎68-3238　

　◎農地の貸借・売買…☎68-3216

※ 農業委員会総会は毎月 1回、月末に開催し

ています。会議は公開で、議事録は市ホーム

ページに掲載しています。

栁壽一　相馬重男　荒澤等　笠原尚美　菅井茂

五十嵐栄一　　遠山登　　小林章男
　　　松田昭悦　　上松千恵

齋藤瑞穂　見尾田正行　小嶋覚　五十嵐佐敏

阿部萬紀夫　　渡邉 悟　　渡邉正人
田中朋子　　大堀哲男

◆
笹
神
地
区
農
業
委
員

◆
京
ヶ
瀬
地
区
農
業
委
員

◆
安
田
地
区
農
業
委
員

◆
水
原
地
区
農
業
委
員

　　　農地に関する相談はお近くの

　　　　　　　　　　　　　　農業委員、推進委員へ！　　

【任期：平成31年 7月 19日まで】

地区
農業委員氏名
電話番号

推進委員氏名
電話番号

担当地区

安田

五十嵐　佐敏
☎ 68-4388

辻　繁雄
☎ 68-3044

福永、籠田、羽多屋、丸山、ツベタ、岩野、二本松、
中山、かがやき

小嶋　覚
☎ 68-4635

加藤　卓也
☎ 68-4231

宮町、上町、浦町、中町、下町、片町、新町、門前、
学校町、竜下、沢田、寺社、物見山町、安田新栄町

齋藤　瑞穂
☎ 68-3269

齋藤　重衛
☎ 68-4667

久保、外谷、六野瀬、赤坂、興野、渡場、草水、小松、
新保、南郷

見尾田　正行
☎ 68-2876

加藤　一男
☎ 68-4204

砂山、小浮新田、小浮本村、野田、嶋瀬、千唐仁

水原

上松　千恵
☎ 62-0697

遠藤　昌文
☎ 62-5140

学校町、中潟、福田、牧島、境新、七石、野地城、荒屋、
上中野目、上中、市野山、土橋、百津

遠山　登
☎ 62-6413

細山　徹也
☎ 47-7627

分田、上福岡、西岡、水ケ曽根

松田　昭悦
☎ 62-3493

植木　壽男
☎ 62-4001

外城、中島、日の出町、庄ヶ宮、里、大野地、原、
境新田、下金田

小林　章男
☎ 62-4197

幸田　茂
☎ 62-3428

沖通、千原、天神堂、門前、下条、庚町、山口

五十嵐　栄一
☎ 62-2868

皆川　光浩
☎ 62-4640

堀越、越御堂、小境、寺社、山本新、切梅新田、熊
居新田、上江端、新座

京ヶ瀬

菅井　茂
☎ 67-4085

相田　峰彌
☎ 67-3798

小河原、下里、粕島、嘉瀬島、小島、川前

荒澤　等
☎ 67-2435

羽田　正栄
☎ 67-3878

猫山、小里、下ノ橋、関屋、箸木免、七島、月崎、
前山

栁　壽一
☎ 67-2430

能　山　嘉雄
☎ 67-3745

下黒瀬、上黒瀬、田山、飯森杉、窪川原、京ヶ島

相馬　重男
☎ 67-3218

中村　孝幸
☎ 67-3282

駒林、五郎巻

笠原　尚美
☎ 67-3476

宮嶋　市郎
☎ 67-3396

姥ヶ橋、曽郷、金渕、乙金渕、法柳新田、法柳、深堀、
城

笹神

大堀　哲男
☎ 66-2258

蕪
かぶらき

木　緑
☎ 63-9814

山寺、宮下、宮島、七浦、福井、大室、貝喰、大日、
村杉、今板、出湯、畑江、勝屋

阿部　萬紀夫
☎ 62-3544

松﨑　学
☎ 62-3113

上山屋、蒔田、赤水、野村、須走、横山、押切、金屋、
次郎丸、上坂町、羽黒

渡邉　悟
☎ 62-2273

保科　繁雄
☎ 63-9646

笹岡、山崎、発久、下山屋、塚田、折居、湯沢、女堂、
上一分、沢口、下一分、堤、小栗山

田中　朋子
☎ 63-8656

北村　藤雄
☎ 62-4793

山倉、上関口、南沖山、泉、下福岡、本明、島田、沖、
上高田、榎船渡、榎、上飯塚、船居、沖ノ館

渡邉　正人
☎ 63-8645

青木　等
☎ 62-7377

滝沢、村岡、熊堂、長起、上蔵野、上高関、上西野、
中ノ通、飯山新、藤屋、高田、山倉新田

阿賀野市農業委員会

会長　小嶋　覚

辻繁雄　加藤一男　加藤卓也　齋藤重衛細山徹也　　皆川光浩　　幸田茂
　　　遠藤昌文　　植木壽男

●
水
原
地
区
推
進
委
員

保科繁雄　蕪木緑　松﨑学　青木等　北村藤雄

●
笹
神
地
区
推
進
委
員

相田峰彌 宮嶋市郎 羽田正栄 能　山嘉雄 中村孝幸

●
安
田
地
区
推
進
委
員

●
京
ヶ
瀬
地
区
推
進
委
員

こちらは農業委員会ですこちらは農業委員会です
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り

　
第
42
回
水
原
ま
つ
り
が
8
月
24

日
、
25
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
堀
越
小

学
校
児
童
に
よ
る
樽
太
鼓
で
ま
つ
り

の
始
ま
り
を
祝
っ
た
後
、
市
観
光
親

善
大
使
の
水
森
か
お
り
さ
ん
の
ミ
ニ

ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
多

く
の
人
た
ち
が
「
越
後
水
原
」
な
ど

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
神
楽
と
獅
子
の
共
舞
で
は
、
市
内

の
神
楽
団
体
が
一
同
に
会
し
、
伝
統

芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
民
踊
流
し
や
熱
気

あ
ふ
れ
る
ザ
・
灯
籠
来
舞
な
ど
が
行

わ
れ
、
参
加
者
・
来
場
者
と
も
大
い

に
盛
り
上
が
る
ま
つ
り
と
な
り
ま
し

た
。

一番灯籠を手にした下町友愛会 神楽と獅子の共舞（中島神楽）

16団体約 500人参加の民踊流し

堀越小学校児童による樽太鼓

（百津獅子）

水森かおりさんミニステージ

水
原
ま
つ

ザ・灯籠来舞（水桜會・堀翔會）

11 10

　
唄
え
よ
踊
れ

だ
し
の
風
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
響
き
渡
れ

ふ
る

　
さ
と

だしの風テント村

FM新潟ステッカーキャンペーン のど自慢大会大民踊流し

新潟プロレス水森かおりさんミニステージ

　
今
年
で
13
回
目
と
な
る
安
田
地
区

の
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る
さ
と

だ
し
の
風
ま
つ
り
」
が
7
月
24
日
、

城
ノ
内
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
ふ
る
さ
と
芸
能
発
表
会
で
は
、
各

団
体
が
太
鼓
や
ダ
ン
ス
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
披
露
。
他
に
も
、
新

潟
プ
ロ
レ
ス
の
特
別
試
合
や
魚
の
つ

か
み
ど
り
、
の
ど
自
慢
大
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
市
観
光
親
善
大
使
の
水

森
か
お
り
さ
ん
の
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
も

行
わ
れ
、
水
森
さ
ん
は
「
越
後
水

原
」
を
含
む
5
曲
を
熱
唱
。
市
内
外

か
ら
訪
れ
た
人
た
ち
が
、
野
球
場
に

設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
前
を
埋
め
尽

く
し
、
水
森
さ
ん
の
生
の
歌
声
に
魅

了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ふるさと芸能発表会（LaKuLea）
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寄付紹介

　7月27日、株式会社若月商店（北園町）の若月正

和代表取締役とその協力業者会「若和会」の齋藤勲

会長が来庁。7月17日に開催された「第15回大感

謝祭」の入場料など15万 7,123円を未来を担う子

どもたちの育成に役立ててほしいと寄付されました。

　このイベントは、多くの地域事業者等の協力

の下、同社が毎年開催。入場料は 1人当たり 200

円以上の負担を呼び掛けて集めたものです。

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

●
株
式
会
社
若
月
商
店

左から、齋藤会長、若月代表取締役、
田中市長

　7月 21 日、ささかみ農業協同組合の清田壽一

組合長が市役所を訪れ、7月 7 日開催の「第 23

回ＪＡささかみチャリティーゴルフ大会」のチャ

リティー募金 7万 5,500 円を子どもたちの教育

に役立ててほしいと寄付されました。

　この大会は、組合員相互や関連団体と交流を

深めるために毎年開催。地域貢献のため 1人当

たり 500 円の募金を呼び掛けて集めたものです。

教
育
に
役
立
て
て

●
さ
さ
か
み
農
業
協
同
組
合左から、清田組合長、田中市長

　　　おめでとう！　全国大会出場Sports 

◎第 59 回小学生・中学生全国空手道選手権大会

日　程：7月 30 日（土）・31 日（日）

会　場： 盛岡市アイスアリーナ（岩手県盛岡市）

出場者：【個人・組手・形】 羽賀雅力（水原小 3年） 

小山寛睦（水原小 3年） 大滝真絢（分田小 4年） 

倉島大輝（水原小 6年） 酒井ひな（分田小 6年） 

山田瑛（笹神中 2年） 小山恭介（水原中 3年）（以

上、水空会所属） 西片亜衣（保田小 3年） 桂唯夏（保

田小 4年） 西片賢佑（保田小 5年） 石塚莉央（安

田中 1年） 真部拓磨（安田中 2年） 権瓶万葉（新

潟明訓中 2年）（以上、拳照会所属） 島津日向（神

山小 4年） 島津凪杜（笹神中 2年）（以上、拳神

会所属）

【個人・組手】 榎本凛太（水原小3年） 五十川優姫（水

原小 6年） 佐藤愛斗（水原中 1年） 酒井かな（水原

中 3年）（以上、水空会所属） 水野桜太（保田小 4年） 

長澤優晴（保田小 5年） 石塚凪（保田小 5年） 神田

桜介（安田中1年） 中澤ひなた（安田中2年）（以上、

拳照会所属） 神原聡太（水原小 4年・拳神会所属）

【個人・形】 五十川咲姫（水原小 6年・水空会所属） 

五百川恭弥（笹岡小 3年） 石山輝（神山小 4年） 

五百川藍希 ( 笹神中 1年 ) 加藤新太（笹神中 1年）

（以上、拳神会所属）

大会結果：組手で酒井ひな（小学 6年生女子の部

優勝） 西片亜衣（小学 3年生女子の部優勝） 島津

日向（小学 4年生男子の部優勝） 大滝真絢（小学 4

年生女子の部第 3位） 佐藤愛斗（中学 1年生男子

の部第 3位） 小山寛睦（小学 3年生男子の部敢闘

賞）の 6人が、形で島津日向（小学 4年生男子の

部敢闘賞）が入賞。さらに、酒井さんは小学 6年

生女子の部で総合優勝し、文部科学大臣杯を受賞。

◎第 16 回全日本少年少女空手道選手権大会

日　程：8月 6日（土）・7日（日）

会　場： 東京武道館（東京都足立区）

出場者：【個人・組手・形】西片亜衣

【個人・組手】熊倉一（笹岡小 2年・拳神会所属）

【個人・形】羽賀雅力 小山寛睦 西片賢佑 五百川恭弥

大会結果：惜しくも 5位までの入賞ならず。

◎ 第 17 回全国小学生ABCバドミントン大会

日　程：8月 15 日（月）～ 17 日（水）

会　場： アスカル幸手（埼玉県幸手市）

出場者：【女子個人シングル】佐藤玲（水原小 2年・

阿賀野ジュニアバドミントンクラブ所属）

◎第 46 回全国中学校バドミントン大会

日　程：8月 17 日（水）～ 20 日（土）

会　場： 金沢市総合体育館（石川県金沢市）

出場者：【男子団体】笹神中学校〔江口直紀 齋藤

由樹 中野拓哉 渡邊皓太 渡邊隆介（以上、3年） 

坂井洋真 伊藤真斗（以上、2年）

【男子個人ダブルス】江口直紀・齋藤由樹組

◎第 47 回全国中学校柔道大会

日　程：8月 17 日（水）～ 20 日（土）

会　場： リージョンプラザ上越（上越市）

出場者：【女子個人 52㎏級】今井亜純（京ヶ瀬中2年）

【女子個人 70 ㎏級】伊藤優理（水原中 3年）

◎第 24 回全国中学生空手道選手権大会

日　程：8月 26 日（金）～ 28 日（日）

会　場： 朱鷺メッセ（新潟市中央区）

出場者：【団体・組手】山田凜空（水原中 2 年・

水空会所属） 佐藤愛斗 小山恭介 武藤楽（水原中 1

年・拳照会所属）

【団体・形】岩川昂生（笹神中 1年・拳神会所属） 

五百川藍希 加藤新太 島津凪杜

※ 敬称や一度掲載した校名・所属は省略しています。

催
　
　
し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

　
市
で
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

無
料
で
、
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
」
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

◎
新
潟
大
学
医
学
部
健
康
講
座
塾

　
新
潟
大
学
医
学
部
か
ら
講
師
を
招

き
、
市
民
の
健
康
増
進
や
病
気
の
悪
化

防
止
の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　
9
月
は
2
つ
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
ど
ち
ら
も
体
の
中
か
ら
老
化
を
防

ぐ
方
法
が
学
べ
ま
す
。

◎
循
環
器
内
科
講
座

▼
日
時
＝
9
月
12
日
（
月
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分

▼
演
題
＝「
血
管
の
老
化
を
防
ぐ
に
は
」

▼
講
師

・ 

講
義
…
南
野
徹
氏
（
新
潟
大
学
医
学

部
教
授
）

・ 

実
践
指
導
…
あ
が
の
市
民
病
院
管
理

栄
養
士

◎
整
形
外
科
講
座

▼
日
時
＝
9
月
27
日
（
火
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分

▼
演
題
＝
「
栄
養
（
食
事
）
は
基
本
」

▼
講
師

・ 

講
義
…
遠
藤
直
人
氏
（
新
潟
大
学
医

学
部
教
授
）

・ 

実
践
…
あ
が
の
市
民
病
院
理
学
療
法
士

◎
共
通
事
項

▼
会
場
＝
あ
が
の
市
民
病
院
2
階
「
講

堂
」

▼
定
員
＝
先
着
70
人
程
度
（
要
申
し
込

み
）

　
　
　  

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
あ
ら
か
じ
め
講
師
に
聞
い

て
み
た
い
質
問
が
あ
れ
ば
、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医

療
推
進
課 

地
域
医
療
推
進
係
（
内
線

２
２
６
２
）

◎
50
代
か
ら
の
い
き
い
き
教
室

　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
気
軽
に
体

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
運
動
を
、
専

門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
ま

す
。

▼
日
時

① 

姿
勢
ス
ッ
キ
リ
体
操
（
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
体
づ
く
り
）
…
毎
週
火
曜
、
午

前
10
時
〜
11
時
15
分
（
10
月
4
日
ス

タ
ー
ト
）

② 

は
じ
め
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
フ
ラ
で
体

力
づ
く
り
）
…
毎
週
水
曜
、
午
前
10

時
〜
11
時
15
分
（
10
月
5
日
ス
タ
ー

ト
）

※ 

い
ず
れ
も
8
回
コ
ー
ス（
約
2
か
月
）

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
ホ
ー
ル
」

▼
定
員
＝
各
先
着
25
人
程
度

▼
持
ち
物
＝
上
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
服
装
＝
運
動
し
や
す
い
服
装

　
　
　 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
10

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
＝
9
月
5
日
（
月
）
〜
16

日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康

推
進
課 

元
気
長
生
き
支
援
室
（
内
線

２
６
１
１
）

◎
ま
ち
づ
く
り
塾

　
多
彩
な
話
題
提
供
者
を
迎
え
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
話
し
合

い
ま
す
。
講
演
の
後
に
は
和
気
あ
い
あ

い
と
講
師
を
囲
み
、
仲
間
づ
く
り
を
通

し
て
豊
か
な
阿
賀
野
市
を
考
え
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
16
日
（
金
）
午
後
6
時

30
分
〜
9
時

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
演
題
＝
「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若

者
支
援
を
目
指
し
て
！
」

▼
内
容
＝「
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕

事
に
就
く
気
に
な
れ
な
い
」
と
い
っ
た

悩
み
を
持
つ
若
者
や
そ
の
家
族
が
集
う

場
で
、
発
足
3
年
目
を
迎
え
た
「
心こ

こ

カ

フ
ェ
絆
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

▼
講
師
＝
佐
藤
和
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

市
民
ネ
ッ
ト
あ
が
の
）

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物

　
　
　 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課

◎
観
光
塾

　
市
の
歴
史
や
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
14
日
（
水
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
3
階「
学
習
室
」

▼
演
題
＝
「
天
領
水
原
に
お
け
る
、
ま

ち
あ
る
き
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い

て
」

▼
内
容
＝
水
原
地
区
に
は
、
無
為
信
寺

や
豪
農
佐
藤
家
の
旧
宅
、
天
朝
山
、
神

明
宮
、
水
原
代
官
所
な
ど
数
多
く
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
ま

ち
あ
る
き
を
よ
り
楽
し
む
た
め
に
、
そ

の
成
り
立
ち
や
関
連
す
る
人
物
な
ど
に

つ
い
て
深
く
学
び
ま
す
。

▼
講
師
＝
岩
村
隆
介
氏
（
市
ま
ち
あ
る

き
ガ
イ
ド
の
会
会
員
、
水
原
代
官
所
説

明
員
）

　
　
　 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課 

観
光

係
（
内
線
２
３
４
５
）

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
農業委員会  ☎ 68ー3238
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館  ☎ 62ー0656
水原公民館  ☎ 62ー2028
あがの市民病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主
　
要
　
連
　
絡
　
先

南野 徹 氏遠藤 直人 氏
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催
　
　
し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

　
市
で
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

無
料
で
、
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
」
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

◎
子
育
て
遊
び
塾

◎
に
こ
に
こ
木
育
広
場

▼
日
時
＝
9
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
パ
パ

（
マ
マ
の
同
席
も
可
）

▼
講
師
＝
岡
田
真
弓
氏
（
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
教
室

▼
日
時
＝
9
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
対
象
者
＝
一
人
で
座
る
こ
と
の
で
き

る
1
歳
半
く
ら
い
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と

そ
の
マ
マ

▼
講
師
＝
熊
島
利
恵
氏
〔（
一
社
）
日

本
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
認
定
講
師
〕

▼
定
員
＝
先
着
10
組

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
（
☎
62
‐
５
５
８
１
）

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎ 

簡
単
や
さ
し
い
☆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
教
室

▼
日
時
＝
9
月
28
日
（
水
）
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
20
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
講
師
＝
伊
藤
か
な
氏
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ

ラ
ピ
ス
ト
協
会
認
定
講
師
）

▼
定
員
＝
先
着
10
組

▼
持
ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル
、
赤
ち
ゃ
ん

の
飲
み
物
、
い
つ
も
の
お
出
掛
け
セ
ッ
ト

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
（
☎
62
‐
５
５
８
１
）

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
＝
10
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
正
午
▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
対
象
者
＝
未
就
学
児
の
保
護
者

▼
テ
ー
マ
＝
甘
え
と
甘
や
か
し
の
違
い

▼
講
師
＝
椎
谷
照
美
氏
（
に
い
つ
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
育
ち
の
森
館
長
、
認

定
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
定
員
＝
先
着
10
人

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
（
☎
62
‐
５
５
８
１
）

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま

す
。
定
員
は
5
人
程
度
（
先
着
順
）。

対
象
は
生
後
6
か
月
以
上（
小
学
生
可
）

で
、
協
力
金
１
０
０
円
／
人
が
必
要
で

す
。
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
の
申
し

込
み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◎
共
通
事
項

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課
（
内
線

２
１
４
０
）

◎
親
子
英
語
塾

▼
日
時
＝
9
月
14
日
（
水
）、25
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
講
師
＝
ダ
フ
ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス

タ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課
（
内
線

２
１
４
０
）

第
45
回
市
子
ど
も
科
学
展

　
市
内
の
児
童
・
生
徒
が
、
夏
休
み
中

に
作
成
し
た
科
学
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
優
秀
な
作
品
に
授
与
す
る
各
賞
も

会
場
で
発
表
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
17
日（
土
）〜
19
日（
月
・

祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
安
田
公
民
館
1
階
「
大
集
会

室
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
主
催
＝
市
教
育
委
員
会
、
三
市
北
蒲

原
郡
地
区
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
＝
三
市
北
蒲
原
郡
地
区

理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
２
１
３
９

タ
カ
の
渡
り
を
見
る
会

　
ダ
ム
周
辺
で
猛も

う
き
ん禽
類
の
渡
り
を
観
察

し
ま
す
。「
タ
カ
は
な
ぜ
渡
る
の
か
？
」

講
師
が
優
し
く
解
説
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
内
の
倉
ダ
ム
（
新
発
田
市
）

▼
集
合
場
所
＝
内
の
倉
ダ
ム
管
理
所
前

（
新
発
田
市
小
戸
３
１
５
５
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
小
雨
決

行
。
雨
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン

タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

第
4
回
昭
和
の
乗
り
物
大

集
合
in
阿
賀
野
２
０
１
６

▼
日
時
＝
9
月
25
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
午
後
3
時
（
午
前
9
時
〜
開
会
式
、

午
後
2
時
40
分
〜
閉
会
式
）

▼
会
場
＝
笹
神
支
所
「
駐
車
場
」

▼
内
容

・ 

昭
和
の
乗
り
物
展
示
（
三
・
四
輪
車

約
１
３
０
台
、
二
輪
車
約
１
０
０
台
）

・ 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・ 

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・ 

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
（
無
料
）

・ 

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
子
ど

も
安
全
免
許
証
発
行

・ 
特
産
品
の
販
売 

な
ど

▼
見
学
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
昭
和
の
乗
り
物
大

集
合
」
で
検
索
」）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
共
催
＝
安
田
商
工
会

▼
後
援
＝
阿
賀
野
市 

ほ
か

▼
協
力
＝
阿
賀
野
警
察
署 

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
＝
昭
和
の
乗
り
物
大
集

合
in
阿
賀
野
２
０
１
６
実
行
委
員
会
事

務
局
　
坂
詰

☎
０
９
０
‐
８
８
７
３
‐
６
０
３
９

（
午
後
7
時
〜
9
時
受
付
、
時
間
厳
守
）

sh
o
w
an
o
n
o
rim
o
n
o
@
yah
o
o
.co
.jp

水
原
公
民
館
1
階

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
案
内

◎ 

墨
泉
会
「
作
品
展
」

▼
期
間
＝
9
月
6
日（
火
）〜
12
日（
月
）

◎ 

第
25
回
北
蒲
水
墨
画
会
合
同
展

▼
期
間
＝
9
月
20
日（
火
）〜
26
日（
月
）

◎ 

共
通
事
項

▼
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
初

日
は
正
午
〜
、最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公
民
館

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
9
月
18
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）
▼
会
場
＝

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館
「
農

家
の
居
間
」
▼
定
員
＝
35
人
▼
入
場
料

＝
無
料
▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館

　
☎
63
‐
１
７
２
２

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

カ
ラ
オ
ケ
・
踊
り
発
表
会

▼
日
時
＝
9
月
18
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
村
松
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
（
五

泉
市
）

◎ 

太
田
由
紀
と
歌
の
仲
間
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会

▼
日
時
＝
9
月
25
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
泉
の
会
（
新
保
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘
　
☎
68
‐
５
７
２
６

お
知
ら
せ

調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

中
心
市
街
地
に
関
す
る
県

民
意
識
・
消
費
動
向
調
査

　
新
潟
県
で
は
、
中
心
市
街
地
に
関
す

る
県
民
意
識
・
消
費
動
向
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
商
店
街
の
活
性
化
や

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
資
料
と
す
る

た
め
、
全
県
規
模
で
行
う
も
の
で
す
。

県
内
約
3
％
の
世
帯
の
20
代
か
ら
70
代

ま
で
の
人
が
対
象
で
、
阿
賀
野
市
で
は

約
４
０
０
人
に
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
8
月
下
旬
に
市
役
所
か

ら
調
査
票
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
記
入

の
上
、
提
出
用
封
筒
に
入
れ
て
、
9
月
16

日
（
金
）
必
着
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
調
査
結
果
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
商
工

振
興
の
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
の

で
、調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課 

商
工

振
興
係
（
内
線
２
３
５
１
）

調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

社
会
生
活
基
本
調
査

　
総
務
省
統
計
局
・
新
潟
県
で
は
、
10

月
20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
生
活
時
間
の

使
い
方
や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
状
況
を
調

べ
、
暮
ら
し
や
社
会
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
調

査
員
が
調
査
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県 

統
計
課 

生

活
統
計
班
　

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
４
２
０

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
安
田
八
幡
宮
例
祭
に
伴
う
通
行
規
制

と
館
内
施
設
点
検
の
た
め
、
臨
時
休
館

し
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
日
＝
9
月
17
日
（
土
）、

18
日
（
日
）、
23
日
（
金
）

※
9
月
19
日
（
月
・
祝
）
〜
22
日
（
木
・

祝
）
は
開
館
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
吉
田
東
伍
記
念
博
物

館
　
☎
68
‐
１
２
０
０

受
付
を
終
了
し
ま
し
た

消
火
栓
用
ホ
ー
ス
等

格
納
箱
購
入
費
助
成
事
業

　
自
治
会
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
消
火

栓
用
ホ
ー
ス
等
格
納
箱
購
入
費
助
成
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
の
予
算
額
に
達
し

た
た
め
、
受
付
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
な
ど
を
対
象
に
行
っ
て
い
る

消
火
栓
用
ホ
ー
ス
等
を
使
っ
た
初
期
消

火
訓
練
指
導
に
つ
い
て
は
、
随
時
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部 

防
災
課

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

医
療
費
を

節
約
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
阿
賀
野
市
の
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
は
、
年
々

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
医

療
費
の
節
約
は
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
自

己
負
担
の
軽
減
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
保

険
財
政
の
健
全
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
医
療
費
節
約
の
た
め
、
で
き
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

　
日
頃
か
ら
相
談
で
き
る
か
か
り
つ
け

医
を
持
ち
、
大
き
な
病
院
に
か
か
る
と

き
は
紹
介
状
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
4

月
か
ら
、
緊
急
時
な
ど
の
や
む
を
得
な

い
場
合
を
除
き
、
紹
介
状
な
し
で
大
病

院
の
外
来
を
受
診
し
た
場
合
、
別
途
負

担
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

◎ 

時
間
外
受
診
を
控
え
る

　
休
日
や
夜
間
に
受
診
す
る
と
割
増
料

金
が
掛
か
り
ま
す
。
緊
急
性
が
高
い
の

か
ど
う
か
、
よ
く
考
え
て
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
が
急
な
病
気
で
心

配
な
と
き
は
、
小
児
救
急
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
重
複
受
診
を
避
け
る

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
は
、
医
療
費
の
増
加
の
原

因
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
検
査
や
薬

の
重
複
に
よ
っ
て
、
体
へ
の
負
担
や
副

作
用
が
生
じ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

◎
自
己
判
断
で
治
療
を
や
め
な
い

　
自
己
判
断
で
治
療
を
途
中
で
や
め
て

し
ま
っ
た
り
、
処
方
さ
れ
た
薬
を
飲
ま
な

か
っ
た
り
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
再

度
受
診
す
る
場
合
、
ま
た
初
診
料
を
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
必
ず
医
師
に

相
談
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
を
活
用
す
る

　
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
が
可
能
な
場
合

は
利
用
し
ま
し
ょ
う
（
医
師
の
判
断
で

変
更
で
き
な
か
っ
た
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）。

◎ 

柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）

に
正
し
く
か
か
る

　
接
骨
院
・
整
骨
院
で
は
、
保
険
証
が

使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
保
険
証
が
使
え
る
の
は
、打
撲
、

ね
ん
ざ
、挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）、骨
折
・

脱
臼
の
応
急
手
当
て
と
な
り
ま
す
。

◎
健
康
診
断
（
特
定
健
診
）
を
受
け
る

　
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
、

医
療
費
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。
病

気
は
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
し
て
い
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
健
康
診
断
を
定
期

的
に
受
け
て
、
病
気
の
早
期
発
見
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
１
〜
２
１
８
３
）、

後
期
高
齢
係
（
内
線
２
１
８
０
）

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

お
薬
の
は
な
し

　
薬
剤
師
が
訪
問
し
て
薬
に
関
す
る
話

を
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
話
の
内
容
＝
薬
の
知
識
、
漢
方
薬
・

薬
草
、
高
齢
者
の
病
気
と
薬
、
健
康
管

理
等
全
般
、
ス
ポ
ー
ツ
と
薬
な
ど
、
要

望
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど（
少

人
数
で
も
可
）

▼
費
用
＝
新
潟
県
か
ら
の
委
託
事
業
の

た
め
、
講
師
費
用
は
不
要
。
会
場
は
依

頼
者
の
負
担
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法
＝
講
師
の
日
程
調
整
の
た

め
、
開
催
予
定
日
の
1
か
月
前
ま
で
を

目
安
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

※ 

日
程
の
都
合
で
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）

新
潟
県
薬
剤
師
会
事
務
局

☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
７
７
３
０

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。
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7 月 28 日入札 建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

京ヶ瀬公民館解体工事 ㈱小林組 28,512,000 円 98.8%
制限付
一般競争

100 日間 10

百津町市野山線ほか（法柳新田工区）
消雪削井工事 

㈲錐建 12,960,000 円 94.0%
制限付
一般競争

120 日間 7

金渕 97 号線消雪削井工事 
㈱興和阿賀野営
業所

12,852,000 円 92.9%
制限付
一般競争

120 日間 7

百津町市野山線ほか（新光町工区）
消雪削井工事 

㈱北友建設 14,472,000 円 96.1%
制限付
一般競争

120 日間 10

村杉温泉線消雪井戸掘替工事 
㈱興和阿賀野営
業所

16,740,000 円 93.4%
制限付
一般競争

120 日間 9

高田船居 156 号管渠
きょ

工事 ㈲山辰建設 22,572,000 円 96.6%
制限付
一般競争

145 日間 12

高田船居 161 号管渠工事 ㈱加藤組 32,724,000 円 95.6%
制限付
一般競争

145 日間 18

山口北 25 号管渠工事 ㈱光建設 25,272,000 円 97.0%
制限付
一般競争

120 日間 22

市野山 111 号管渠工事 ㈱小島組 27,648,000 円 94.2%
制限付
一般競争

110 日間 22

市野山 88-1 号管渠工事 ㈱北友建設 52,920,000 円 93.7%
制限付一般競争
(総合評価)

145 日間 11

コミュニティセンター城のうち改修工事 ㈱研創 2,646,000 円 96.6% 指名競争 H28.08.31 5

安田学校給食センター給湯器設置工事 安田設備工業㈱ 1,728,000 円 97.0% 指名競争 H28.08.26 5

保田小学校増築工事 ㈱研創 73,980,000 円 97.7% 指名競争 H29.02.28 10

公共下水道都市計画決定変更・都市
計画法認可変更業務委託 

オリジナル設計
㈱新潟事務所

3,996,000 円 98.1% 指名競争 220 日間 5

ごみステーション用コンテナ（水銀
含有廃棄物用）購入

㈱白善商店 1,859,220 円 93.3% 指名競争 H28.09.09 4

8 月 04 日入札

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

五頭山麓南線法
のり

面対策工事 ㈱坂詰組 23,112,000 円 96.6% 指名競争 H29.02.20 5

土橋 4-2 号管渠工事 ㈱ライズビルド 9,180,000 円 95.8% 指名競争 120 日間 10

土橋 4-2 号管渠工事その 2 ㈱ KOBAKEN 2,376,000 円 92.1% 指名競争 110 日間 7

砂山地内測量排水簡易設計業務委託
㈱ SK プランニ
ング

1,177,200 円 91.6% 指名競争 100 日間 5

パソコン取付用盗難防止ワイヤー購
入

㈱インテック新
潟センター

747,360 円 89.2% 指名競争 H28.09.16 5

健康塾フィットネス機器購入 イノウエスポーツ 3,888,000 円 95.3% 指名競争 H28.09.07 5

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

9
月
9
日
（
金
）
は
「
救
急
の
日
」

診
療
所
・
病
院
を

上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
救
急
医
療
体
制
は
、
傷
病
者
の
症
状

に
応
じ
て
、

・ 

初
期
（
比
較
的
軽
症
な
患
者
の
診
療

…
か
か
り
つ
け
医
、
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
な
ど
）

・ 

第
2
次
（
手
術
・
入
院
を
要
す
る
患

者
の
診
療
…
病
院
群
輪
番
制
病
院
、

救
急
病
院
な
ど
）

・ 

第
3
次
（
24
時
間
体
制
に
よ
る
重
篤

救
急
患
者
の
診
療
：
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
な
ど
）

に
区
分
し
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
適

切
な
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

上
手
な
診
療
所
・
病
院
利
用
の
ポ
イ

ン
ト

○ 

何
で
も
相
談
で
き
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談

し
、
適
切
な
医
療
機
関
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
他
の
診
療
科
や
総
合
病
院
で

の
受
診
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ

け
医
に
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

○ 

で
き
る
だ
け
昼
間
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
昼
間
の
診
療
時
間
内
に
は
、
医
師
だ

け
で
な
く
看
護
師
、
検
査
技
師
、
薬
剤

師
な
ど
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
そ

ろ
っ
て
い
る
の
で
、
検
査
、
投
薬
な
ど

も
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県 

医
務
薬
事

課 

地
域
医
療
班

　

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
３

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

公
表
シ
ス
テ
ム

　
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
シ
ス
テ

ム
」（「
新
潟
県 

介
護
サ
ー
ビ
ス
」
で

検
索
）
は
、
県
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
事
業
所
や
施
設
の
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
検
索
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
地
域
・
サ
ー
ビ
ス
別
に
検
索
す
る
こ

と
が
で
き
、
事
業
所
の
所
在
地
や
営
業

時
間
、
利
用
料
な
ど
の
情
報
を
、
い
つ

で
も
誰
で
も
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
事
業
所
選
び
の
際
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
他
、
全
国
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

手
軽
に
検
索
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
用
の
厚
生
労
働
省
公

式
ア
プ
リ
「
介
護
事
業
所
ナ
ビ
」
も
あ

り
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県 

国
保
・
福

祉
指
導
課 

介
護
指
導
班

　

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
９
８
２

ご
ず
っ
ち
ょ
カ
フ
ェ

　
「
毎
日
の
介
護
を
頑
張
り
過
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？
」「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
の
か
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」。

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て

来
れ
る
場
所
、
家
族
が
ホ
ッ
と
で
き
る

場
所
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
収
集
の

場
所
と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

都
合
の
良
い
時
間
に
利
用
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
20
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分
（
毎
月
第
3
火
曜
）

▼
会
場
＝
稲
荷
町
会
館
（
百
津
88
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘
隣
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
／
人

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

・ 
高
齢
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
阿
賀
野
（
内
線
２
１
３
２
）

・ 

高
齢
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
笹
神

　
☎
62
‐
４
１
４
３

ご
存
じ
で
す
か
？

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

　
著
し
く
重
度
の
障
が
い
を
重
複
し
て

お
持
ち
の
20
歳
以
上
ま
た
は
重
度
の
障

が
い
を
お
持
ち
の
20
歳
未
満
で
、
日
常

生
活
で
常
時
介
護
を
要
す
る
と
認
め
ら

れ
る
人
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▼
要
件
＝
次
の
①
か
ら
③
の
要
件
を
全

て
満
た
し
て
い
る
人
。

① 

障
が
い
の
程
度
が
基
準
に
該
当
す
る

人（
所
定
の
診
断
書
の
提
出
が
必
要
）

② 

本
人
や
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
前

年
の
所
得
が
基
準
額
以
内
の
人

③ 

在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
人

▼
手
当
月
額

・ 

特
別
障
害
者
手
当
…
2
万
６
８
３
０
円

・ 

障
害
児
福
祉
手
当
…
1
万
４
６
０
０
円

※ 

手
当
月
額
は
改
定
に
よ
り
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
支
給
方
法
＝
2
月
、
5
月
、
8
月
、

11
月
に
本
人
名
義
の
口
座
へ
3
か
月
分

を
振
り
込
み
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

障
害

福
祉
係
（
内
線
２
１
５
７
）

視
覚
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
へ

希
望
者
に
音
声
訳
Ｃ
Ｄ

を
配
布
し
ま
す

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
音
声
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
う
ぐ
い
す
会
」
で
は
、
視
覚

障
が
い
者
な
ど
を
対
象
に
、
広
報
あ
が

の
な
ど
の
音
声
訳
を
行
っ
た
Ｄデ

イ

ジ

ー

Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ

版
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
配
布
希
望
者
は
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
」
と
は
、「
ア
ク
セ
シ

ブ
ル
情
報
シ
ス
テ
ム
」
と
も
呼
ば
れ
、

文
字
に
よ
る
情
報
入
手
が
困
難
な
人
々

の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
の
国
際

標
準
規
格
で
、
聴
く
た
め
に
は
専
用
プ

レ
ー
ヤ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
用
ソ
フ
ト
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

▼
音
声
訳
録
音
紙
＝
市
発
行
の
「
広
報

あ
が
の
」（
月
2
回
発
行
）・「
育
成
あ

が
の
」（
隔
月
発
行
）、
市
社
会
福
祉
協

議
会
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
」

（
月
1
回
発
行
）・「
社
協
だ
よ
り
『
福

祉
あ
が
の
』」（
年
3
回
発
行
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
社
会

福
祉
協
議
会 

地
域
福
祉
課

☎
67
‐
９
２
０
３ 

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　
「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の

場
で
す
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
9
月
9
日
（
金
）
午
後
7
時

〜
9
時

※ 

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民

ネ
ッ
ト
あ
が
の

　
蛭え

び

子す

　

☎
62
‐
０
６
４
９

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
ー
に
よ
る

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す

◎ 

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
ー
に
よ
る
火

災
と
は

　
低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は
、
２
０
０

ボ
ル
ト
の
業
務
用
冷
蔵
庫
や
モ
ー
タ
ー

等
を
使
用
す
る
店
舗
・
作
業
場
な
ど
で

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
年
使
用
す
る

と
、
絶
縁
劣
化
が
原
因
で
出
火
し
、
火

災
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
平
成
25
年
7
月
か
ら
平

成
28
年
7
月
ま
で
の
約
3
年
間
に
4
件

の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

◎ 

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
ー
に
よ
る
火

災
を
防
ぐ
た
め
に

・ 

機
器
を
使
用
し
な
い
と
き
は
、
メ
ー

ン
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
低
圧
進
相

コ
ン
デ
ン
サ
ー
に
電
圧
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

特
に
昭
和
50
年
以
前
に
製
造
さ
れ
た

製
品
は
、
保
安
装
置
が
内
蔵
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
使
用
を
停
止

し
て
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

更
新
推
奨
期
間
は
10
年
で
す
。
電
気

工
事
店
に
よ
る
点
検
を
受
け
、
計
画

的
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

消
防
本
部 

予
防
課

・ （
一
社
） 

日
本
電
機
工
業
会

　

　
☎
03
‐
３
５
５
６
‐
５
８
８
５

低圧進相コンデンサー
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素
敵
な
出
逢
い
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

家
庭
で
！ 

地
域
で
！

縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
「
結
婚
し
た
い
け
ど
出
逢
い
が
な
い
」

と
い
う
人
が
、
身
近
に
い
ま
せ
ん
か
？

　
独
身
の
子
を
持
つ
親
や
地
域
で
の
縁

結
び
に
協
力
で
き
る
人
を
募
集
し
ま

す
。

▼
主
な
応
募
条
件

① 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
20
歳
以
上

の
人

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
で
き
る
人

▼
協
力
内
容
（
選
択
制
）

①
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
の
周
知

②
出
逢
い
の
相
談
・
仲
介

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
書
や
誓
約

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
本
人
確

認
書
類
を
添
え
て
、
市
役
所
2
階
市
長

政
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
や
募
集
要
項
な
ど
は
、
市
長
政
策
課

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

　
「
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て
何
を
す

る
の
？
」「
親
と
し
て
何
か
で
き
る
こ

と
が
あ
る
の
？
」
と
い
う
疑
問
に
答
え

る
た
め
、
講
師
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　
縁
結
び
に
興
味
が
あ
る
人
、
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
ろ
う
か
迷
っ
て
い
る
人
は
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
9
月
17
日
（
土
）
午
後
2
時

〜
4
時

▼
会
場
＝
市
役
所
別
館
3
階
「
３
０
３

会
議
室
」

▼
講
師
・
内
容

① 

木
原
誠
太
郎
氏
（
デ
ィ
グ
ラ
ム
・
ラ

ボ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）
／
「
性

格
・
相
性
診
断
を
使
っ
た
縁
結
び
サ

ポ
ー
ト
」

② 

上
野
昭
代
氏
（
ウ
イ
ル
ネ
ス
株
式
会

社
代
表
取
締
役
）
／
「
独
身
の
子
を

持
つ
親
の
心
構
え
」「
独
身
の
子
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」

▼
定
員
＝
先
着
50
人

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
申
込
期
限
＝
9
月
15
日
（
木
）

◎
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー

　
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
出
逢
い

の
相
談
・
仲
介
に
協
力
で
き
る
人
は
、

次
の
講
座
Ａ
・
Ｂ
を
各
1
回
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

・ 

講
座
Ａ
…
10
月
28
日
（
金
）
午
後
7

時
〜
8
時
30
分
、
平
成
29
年
1
月
21

日
（
土
）
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

・ 

講
座
Ｂ
…
11
月
18
日
（
金
）
午
後
7

時
〜
8
時
30
分
、
平
成
29
年
2
月
11

日
（
土
・
祝
）
午
後
2
時
〜
3
時
30

分▼
会
場
＝
市
役
所
別
館
3
階
「
３
０
３

会
議
室
」

▼
内
容

・ 

講
座
Ａ
…
最
近
の
婚
活
事
情
に
関
し

て
、
過
去
の
実
績
な
ど
に
基
づ
く
相

談
対
応
や
ノ
ウ
ハ
ウ

・ 

講
座
Ｂ
：
デ
ィ
グ
ラ
ム
診
断
の
概
要
、

使
い
方
な
ど

▼
定
員
＝
各
50
人

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
申
込
期
限
＝
各
開
催
日
の
2
日
前

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政

策
課 

企
画
経
営
係
（
内
線
２
２
２
１
）

素
敵
な
出
逢
い
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

職
場
で
！ 

地
域
で
！

縁
結
び
応
援
団
募
集

　
25
歳
〜
39
歳
の
未
婚
者
は
、
市
内
に

約
3
千
人
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
結
婚

し
た
い
け
ど
出
逢
い
が
な
い
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
を
一
緒
に
応
援
し
て

く
れ
る
企
業
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▼
主
な
応
募
条
件

① 

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
活
動
拠
点
が

あ
る
こ
と

② 

宗
教
活
動
や
政
治
活
動
が
目
的
で
な

い
こ
と

▼
協
力
内
容

①
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
の
周
知

②
会
場
の
提
供

③
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

④
企
業
・
団
体
同
士
の
交
流
会
の
開
催

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
書
や
誓
約

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
役
所

2
階
市
長
政
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
や
募
集
要
項
な
ど
は
、
市

長
政
策
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ベ

ン
ト
で
応
援
団
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
登
録
者
へ
ク
ー
ポ

ン
等
の
情
報
が
発
信
で
き
ま
す
。

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
活
用
イ
メ
ー
ジ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
長
政
策
課 

企
画
経
営
係
（
内
線

２
２
２
１
）

平
成
28
年
度

防
衛
大
学
校
等
学
生
募
集

◎
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）

▼
受
験
資
格
＝
高
校
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
か
つ
21
歳
未

満
の
人
（
学
校
長
の
推
薦
が
必
要
）

▼
受
付
期
間
＝
9
月
5
日
（
月
）
〜
8

日
（
木
）

▼
試
験
日
＝
9
月
24
日
（
土
）・
25
日

（
日
）

◎
防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
選
抜
）

▼
受
験
資
格
＝
高
校
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
か
つ
21
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間
＝
9
月
5
日
（
月
）
〜
8

日
（
木
）

▼
試
験
日

・ 

1
次
試
験
…
9
月
24
日
（
土
）

・ 

2
次
試
験
…
10
月
29
日
（
土
）・
30
日

（
日
）

◎
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
前
期
）

▼
受
験
資
格
＝
高
校
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
か
つ
21
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間
＝
9
月
5
日
（
月
）
〜
30

日
（
金
）

▼
試
験
日

・ 

1
次
試
験
…
11
月
5
日
（
土
）・
6
日

（
日
）

・ 

2
次
試
験
…
12
月
6
日
（
火
）
〜
10

日
（
土
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日

◎
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
（
医
学
科
）

▼
受
験
資
格
＝
高
校
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
か
つ
21
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間
＝
9
月
5
日
（
月
）
〜
30

日
（
金
）

▼
試
験
日

・ 

1
次
試
験
…
10
月
29
日
（
土
）・
30
日

（
日
）

・ 

2
次
試
験
…
12
月
14
日
（
水
）
〜
16

日
（
金
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日

◎
防
衛
医
科
大
学
校
学
生（
看
護
学
科
）

▼
受
験
資
格
＝
高
校
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
か
つ
21
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間
＝
9
月
5
日
（
月
）
〜
30

日
（
金
）

▼
試
験
日

・ 

1
次
試
験
…
10
月
15
日
（
土
）

・ 

2
次
試
験
…
11
月
26
日
（
土
）・
27
日

（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
新
発
田
地
域

事
務
所

　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
５
６
１
９

① 発信したい情報
を送る

② 情 報 発 信 す る
（クーポン等）

③
利
用
す
る

LINE@ 登録者

阿賀野市

企業・団体

お
知
ら
せ

自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
実
施
中

あ
な
た
と
家
族
の
笑
顔

を
守
る
点
検
・
整
備

　
安
全
確
保
と
環
境
保
全
に
は
、
ク
ル

マ
の
点
検
整
備
が
必
要
で
す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
9
月
・
10
月
を

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
月
間
」

と
し
て
、
全
国
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
国
土
交
通
省 

北
陸

信
越
運
輸
局 

新
潟
運
輸
支
局

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
３
１
２
５

h
ttp
://w
w
w
.ten
ken
-seib

i.co
m

稲
わ
ら
・
も
み
殻
の

焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
野
外
で
ご
み
を
焼
却
す
る「
野
焼
き
」

は
、法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
た
め
の
や
む
を
得
な
い
焼
却

な
ど
で
あ
っ
て
も
、
悪
臭
や
大
気
汚
染

に
関
す
る
苦
情
が
生
じ
た
場
合
は
、
生

活
環
境
保
全
上
の
観
点
か
ら
行
政
指
導

な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主

な
苦
情

　
市
で
は
、
毎
年
9
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
の
焼
却
に
よ

る
煙
害
（
煙
や
臭
い
）
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
す
。昨
年
の
主
な
苦
情
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・ 

家
の
周
り
に
煙
が
充
満
し
、
喉
が
痛

く
な
り
発
熱
す
る
。

・ 

風
で
煙
や
灰
が
家
の
中
に
入
り
、
煙

た
く
て
む
せ
る
。

・ 

通
学
途
中
の
児
童
に
煙
が
か
か
っ
て
、

せ
き
込
む
。

・ 

夜
に
な
る
と
、
い
ぶ
さ
れ
た
臭
い
が

し
て
、
不
快
で
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
。

洗
濯
物
に
臭
い
が
付
く
。

・ 

田
畑
周
辺
の
道
路
が
煙
に
覆
わ
れ
て

真
っ
白
。
火
災
や
交
通
事
故
の
危
険

性
が
あ
る
。

◎
稲
わ
ら
等
焼
却
防
止
運
動

　
新
潟
県
で
は
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
の

焼
却
を
や
め
、
環
境
に
も
人
に
も
や
さ

し
い
米
づ
く
り
を
実
践
す
る
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
稲
わ
ら
や
も
み
殻
は
焼
却
せ
ず
に
、

秋
す
き
込
み
や
堆
肥
と
し
て
施
用
す
る

土
づ
く
り
な
ど
、
農
業
上
の
貴
重
な
有

機
質
資
源
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

環
境
係（
内
線
２
１
０
６
）

・ 

農
林
課 

農
林
振
興
係
（
内
線
２
６
７
４
）

慌
て
て
契
約
し
な
い

屋
根
の
修
理
サ
ー
ビ
ス

　
屋
根
の
修
理
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
早
く

工
事
を
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な

る
」
と
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
言
葉
を

使
っ
て
契
約
さ
せ
た
り
、
ど
の
よ
う
な

工
事
を
す
る
の
か
説
明
せ
ず
に
工
事
を

し
て
高
額
な
修
繕
費
用
を
請
求
し
た
り

す
る
と
い
っ
た
内
容
で
す
。

　
屋
根
の
修
理
を
行
う
場
合
は
、
そ
の

場
で
慌
て
て
契
約
を
せ
ず
、
信
頼
が
で

き
る
業
者
に
見
積
書
を
依
頼
す
る
な

ど
、
落
ち
着
い
て
か
ら
判
断
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　
市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線

２
１
１
０
）

・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　 

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

屋
外
広
告
物
に
は

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

　
張
り
紙
、
広
告
板
、
ネ
オ
ン
・
サ
イ

ン
な
ど
の
屋
外
広
告
物
は
、
街
に
に
ぎ

わ
い
や
活
気
を
も
た
ら
す
反
面
、
無
秩

序
に
氾
濫
す
る
と
、
街
並
み
や
自
然
の

美
し
さ
を
損
ね
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な

る
と
、広
告
物
の
落
下
事
故
な
ど
、人
々

に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
屋
外
広
告
物
条
例
を

定
め
て
、
良
好
な
景
観
形
成
や
公
衆
に

対
す
る
危
害
防
止
を
目
的
と
し
て
、
屋

外
広
告
物
に
つ
い
て
必
要
な
ル
ー
ル
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
を
幹
線
道
路
沿
い
や
市

街
地
な
ど
に
設
置
す
る
場
合
、
大
半
は

許
可
手
続
き
が
必
要
で
、
設
置
す
る
場

所
や
広
告
物
の
種
類
に
応
じ
て
位
置
や

面
積
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

新
発
田
地
域
振
興
局 

地
域
整
備
部 

庶
務
課
　

　
☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
９
６

・ 

新
潟
県 

都
市
政
策
課 

都
市
行
政
係

　 

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
４
２
６

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
9
月
13
日
（
火
）
〜
15

日
（
木
）、17
日
（
土
）
〜
20
日
（
火
）、

25
日
（
日
）
〜
30
日
（
金
）
午
前
8
時

〜
午
後
5
時

○ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

募 

　
集 

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
者
へ
の

お
礼
の
品
を
募
集
し
ま
す

　
ふ
る
さ
と
阿
賀
野
市
応
援
寄
附
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
を
さ
ら
に
推
進
し
、
地
元

特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡
大
な
ど
に

よ
る
地
元
企
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

寄
付
者
へ
の
お
礼
の
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

・ 

市
の
魅
力
を
「
体
感
で
き
る
」「
懐

か
し
ん
で
も
ら
え
る
」
も
の
で
あ
り
、

地
域
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
る
要
素

を
持
つ
商
品

・ 

商
品
は
消
費
税
額
や
送
料
込
み
で
、

3
千
円
相
当
、
5
千
円
相
当
、
1
万
円

相
当
の
い
ず
れ
か
（
複
数
の
設
定
も
可
）

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
市
役
所
2

階
市
長
政
策
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
長
政
策
課

に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
ふ

る
さ
と
納
税
」
で
検
索
）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限
＝
9
月
15
日
（
木
）

▼
そ
の
他
＝
申
込
書
に
は
商
品
Ｐ
Ｒ
コ

メ
ン
ト
（
60
字
以
内
）
を
記
入
し
、
商

品
の
写
真
（
画
像
デ
ー
タ
）
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政

策
課 

企
画
経
営
係
（
内
線
２
２
１
３
）

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２
（
住
所
不
要
）

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎ 

市
親
善
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
第
2
回
ご
ず
っ
ち
ょ
オ
ー
プ
ン
）

▼
日
時
＝
10
月
9
日
（
日
）
午
前
8
時

〜
午
後
5
時
30
分
（
予
定
）

▼
会
場
＝
笹
神
体
育
館

▼
種
目

① 

フ
リ
ー
Ａ
の
部
…
と
に
か
く
強
い

チ
ー
ム
と
試
合
を
し
た
い
と
い
う

チ
ー
ム
が
対
象

② 

フ
リ
ー
Ｂ
の
部
…
勝
敗
に
は
こ
だ
わ

ら
ず
に
試
合
を
楽
し
み
た
い
チ
ー
ム

が
対
象

③ 

エ
ン
ジ
ョ
イ
の
部
…
試
合
経
験
が
少

な
く
友
達
同
士
で
楽
し
み
た
い
ビ
ギ

ナ
ー
チ
ー
ム
が
対
象

④ 

ト
リ
ム
の
部
…
全
員
40
歳
以
上
、
合

計
１
８
０
歳
以
上
の
チ
ー
ム
が
対
象

▼
定
員
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
構
成

す
る
48
チ
ー
ム
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

▼
参
加
費
＝
1
チ
ー
ム
２
５
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

▼
申
込
方
法
＝
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
、
笹
神
体
育
館
や
安
田
体
育
館
、

京
ヶ
瀬
支
所
体
育
館
係
、市
立
図
書
館
、

水
原
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
申
し
込
み
時

に
説
明
し
ま
す
。

▼
共
催
＝
市
教
育
委
員
会
、
京
ヶ
瀬
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

◎ 

秋
を
楽
し
む 

横
断
五
頭
登
山

　
（
阿
賀
町
〜
阿
賀
野
市
）

▼
期
日
＝
10
月
10
日
（
月
・
祝
）（
日

帰
り
。
荒
天
中
止
）

▼
時
間
＝
午
前
6
時
集
合
、
午
後
5
時

解
散
予
定
▼
集
合
場
所
＝
安
田
温
泉
保

養
セ
ン
タ
ー
・
ホ
テ
ル
や
す
ら
ぎ
（
保

田
６
０
７
５
‐
3
）

▼
対
象
＝
登
山
経
験
者（
中
級
者
以
上
）

▼
コ
ー
ス
＝
安
田
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
・
ホ
テ
ル
や
す
ら
ぎ
駐
車
場
↓
阿

賀
町
石
戸
登
山
口
（
登
山
開
始
）
↓
野

須
張
↓
大
蛇
山
（
お
昼
休
憩
）
↓
宝
珠

山
↓
赤
松
山
森
林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
↓

安
田
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
・
ホ
テ
ル
や

す
ら
ぎ
駐
車
場
▼
定
員
＝
先
着
50
人

▼
参
加
費
＝
2
千
円
（
記
念
バ
ッ
チ
、

バ
ン
ダ
ナ
、
バ
ス
代
、
き
の
こ
汁
代
、
入

浴
料
、保
険
料
な
ど
を
含
む
。
当
日
徴
収
。

昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
期
限
＝
9
月
30
日
（
金
）

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
申
込
者
に
案

内
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
主
催
＝
五
頭
自
然
休
養
林
並
び
に
新

潟
県
民
の
森
保
護
管
理
協
議
会

▼
共
催
＝
阿
賀
野
市
、
阿
賀
町

◎
共
通
事
項

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
笹
神
体
育
館
内
・
平
日
、
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）

☎
61
‐
２
１
１
１

Ⓕ
62
‐
７
７
４
９

〒
９
５
９
‐
１
９
１
８

阿
賀
野
市
笹
岡
１
５
７
‐
１

市
民
の
掲
示
板

「
春
城
」
の
随
筆
を
読
む
会

　
郷
土
の
偉
人
「
市
島
春
城
」
の
随
筆

を
読
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
13
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
福
祉
会
館

▼
内
容
＝
随
筆
「
小し

ょ
う
せ
い
ろ
ざ
っ
ぴ
つ

精
廬
雑
筆
」
よ
り

「
良
寛
禅
師
」

▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
春
城
会
　
中
村
　

☎
62
‐
７
０
３
８

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
9
月
11
日
（
日
）、25
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、確
認
の
上
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所

　

山
崎
　
☎
63
‐
２
０
５
０

講
座
・
教
室

水
原
公
民
館
成
人
講
座

阿
賀
野
の
歴
史
文
化

　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た

郷
土
の
歴
史
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時
＝
9
月
28
日
（
水
）
午
後
7
時

〜
8
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館
2
階「
研
修
室
」

▼
講
師
＝
遠
藤
慎
之
介
氏
（
市
社
会
教

育
指
導
員
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
開
始
日
＝
9
月
5
日
（
月
）

▼
そ
の
他
＝
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の

講
義
を
計
画
し
て
い
ま
す
（
全
6
回
で

今
回
が
2
回
目
）。
各
回
の
内
容
な
ど

詳
し
く
は
、
各
地
区
公
民
館
に
備
え
付

け
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
水
原
公
民
館
成
人

講
座
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
公

民
館

健
康
・
子
育
て

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　
子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
さ

ん
、
パ
パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
12
日
（
月
）、26
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
（
岡
山
町
13
‐
23
・
旧

水
原
郷
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼
内
容

○ 

9
月
12
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

「
自
由
遊
び
の
日
」

　
虫
の
音
に
秋
を
感
じ
る
こ
の
頃
。
図

書
館
職
員
と
一
緒
に
、
こ
の
季
節
に

ぴ
っ
た
り
の
絵
本
や
わ
ら
べ
歌
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

○ 

9
月
26
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

「
消
防
署
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

　
消
防
の
豆
知
識
を
教
え
ま
す
。
分
か

り
や
す
い
防
火
紙
芝
居
や
水
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
体
験
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ

な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ

あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

☎
62
‐
５
５
８
１

♥
伝
え
よ
う
旬
！ 

親
か
ら
子
ど
も
に
我
が
家
の
味

♥
作
っ
て
ま
す
か
？ 

食
べ
て
ま
す
か
？ 

郷
土
料
理

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　　　平成 28 年度「阿賀野市文化祭」一般作品等募集
　　　　　　　　　市では、次のとおり 4地区で文化祭を開催します。

　　　　　　　　　  日頃の趣味や特技を生かした書道・絵画・写真・工芸・彫刻などを出品してみませんか。

安田地区 京ヶ瀬地区 笹神地区 水原地区

開催日時

11 月 5 日（土）

午前 9時～午後 6時

11 月 6 日（日）

午前 9時～午後 3時

11 月 2 日（水）

午前 9時～午後 5時

11 月 3 日（木・祝）

午前 9時～午後 3時

11 月 2 日（水）

午前 9時～午後 4時

11 月 3 日（木・祝）

午前 9時～午後 3時

11 月 3 日（木・祝）

～ 11 月 6 日（日）

午前 9時～午後 5時

（初日は午後 1時～、最

終日は午後 3時まで）

会　場
安田公民館

安田体育館

保健福祉センター

京 和 荘

笹神支所

ふれあい会館
水原総合体育館

募集作品

等

一般作品（書、画、

写真、工芸、彫刻、

手芸等）

一般作品（書、画、

写真、工芸、彫刻、

俳句・川柳・短歌等）

一般作品（書、画、

写真、工芸、彫刻等）、

芸能発表

一般作品（書、画、

写真、工芸、彫刻等）

※ 各部門 1人 1点

応募資格

安田地区在住・在勤、

または安田地区に本

拠地のあるサークル

に所属している人

京ヶ瀬地区在住・在

勤、または京ヶ瀬地

区に本拠地のあるサ

ークルに所属してい

る人

笹神地区在住・在勤、

または笹神地区に本

拠地のあるサークル

に所属している人

水原地区在住・在勤、

または水原地区に本

拠地のあるサークル

に所属している 18 歳

以上の人

申込方法
出品申込書に必要事項を記入の上、提出してください。

出品申込書は、安田公民館・京ヶ瀬支所・ふれあい会館・水原公民館にあります。

提出先
安田公民館

☎ 68-3006

京ヶ瀬支所内

公民館係

☎ 67-2113

ふれあい会館

☎ 63-8019

水原公民館

☎ 62-2028

申込期限
10 月 11 日（火）

午後 5時

10 月 7日（金）

午後 5時

10 月 11 日（火）

午後 5時

10 月 7日（金）

午後 5時

※ 各地区文化祭の出品・出演申し込みや搬入方法など詳しくは、当該地区公民館へ問い合わせください。

募 

　
集 

出
場
者
募
集

第
10
回
市
ナ
ツ
メ
ロ

カ
ラ
オ
ケ
ま
つ
り

▼
日
時
＝
11
月
2
日
（
水
）
午
前
10
時

開
演
（
午
前
9
時
開
場
）

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
2
階
「
多
目

的
ホ
ー
ル
」
※
入
場
無
料

▼
対
象
＝
市
内
の
ナ
ツ
メ
ロ
愛
好
者

（
性
別
・
年
齢
不
問
）

▼
募
集
人
数
＝
先
着
50
人

▼
申
込
方
法
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
＝
9
月
16
日
（
金
）
〜
30

日
（
金
）

▼
そ
の
他

・
出
演
順
…
抽
選
の
上
、
決
定

・ 

歌
の
年
号
…
昭
和
48
年
ご
ろ
ま
で
に

発
表
に
な
っ
た
歌

※ 

ふ
れ
あ
い
会
館
の
受
付
に
あ
る
約

４
０
０
曲
の
曲
目
リ
ス
ト
の
中
か
ら

選
曲
。
曲
目
リ
ス
ト
は
9
月
16
日

（
金
）
か
ら
閲
覧
可
能
で
す
。

※ 

申
し
込
み
後
の
曲
目
の
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
。

・ 

音
源
…
通
信
カ
ラ
オ
ケ

・ 

原
則
3
コ
ー
ラ
ス
（
2
コ
ー
ラ
ス
の

希
望
者
は
申
し
出
く
だ
さ
い
）

・ 
歌
の
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

・ 
参
加
費
…
1
人
1
曲
５
０
０
円
（
当

日
徴
収
）

▼
主
催
＝
笹
神
地
区
文
化
協
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
羽
賀
　

☎
０
９
０
‐
６
１
２
６
‐
１
２
５
２

コ
ス
モ
ス
き
ょ
う
が
せ
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

　
「
コ
ス
モ
ス
き
ょ
う
が
せ
ま
つ
り
」

で
行
わ
れ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
30
分

▼
会
場
＝
ふ
る
さ
と
公
園
（
市
立
図
書

館
隣
）

▼
区
画
＝
全
20
区
画
（
1
区
画
2
ｍ
×

2
ｍ
。
1
人
2
区
画
ま
で
）

▼
出
店
料
＝
５
０
０
円
／
区
画

▼
申
込
受
付
開
始
日
＝
9
月
14
日（
水
）

午
前
9
時
か
ら
電
話
で
受
付

※ 

20
区
画
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス

モ
ス
き
ょ
う
が
せ
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
・
内
線

２
３
４
４
・
２
３
４
５
）

　　　
　　　　　　　　市

　　　　　　　　  日

安田



■お知らせ版 ■お知らせ版

23 22平成 28 年 9 月号 平成 28 年 9 月号

加藤　一雄 91 歳 7.31 小　浮

木　ムツ 90 歳 7.31 金　屋

須磨　昭二 70 歳 8.1 安野町

島津　スヅ 86 歳 8.1 中ノ通

伊藤　修平 68 歳 8.1 寺　社

波多野千代 92 歳 8.1 保　田

丸山　明賢 100 歳 8.2 安野町

山﨑　初美 84 歳 8.3 若葉町

渡辺あけみ 69 歳 8.3 姥ヶ橋

権瓶　文夫 89 歳 8.4 小　松

五十嵐ミノル 92 歳 8.4 前　山

吉川　チヨ 99 歳 8.6 中島町

加藤ソノ子 87 歳 8.6 安野町

田邊 一郎 75 歳 8.7 沢　田

川口　フサ 88 歳 8.7 切梅新田

波多野 昭 78 歳 8.7 保　田

武石　　順 92 歳 8.9 寺　社

折笠ヒサオ 86 歳 8.10 北本町

波多野ミエ 85 歳 8.11 下山屋

渡邉達與志 64 歳 8.13 山倉新田

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

板倉　壮
そう

汰
た

 緑　岡

渡邉　宗
そう

介
すけ

 上高関

木村　莉
り

子
こ

 北本町

佐藤　大
ひろ

翔
と

 七　島

石塚　礼
れ

朗
お

 千　原

石澤　碧
あお

生
い

 外城町

野﨑みな実
み

 外城町

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

く  ん

く  ん

ちゃん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

憲　一
奈　々
悠　輔
理　奈
亮

花　実
智　幸
悠　里
繁

真樹子
亮

麻　里
大　樹
あゆみ

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（8月 1日～ 8月 15 日届出分）

「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
生
届
を
他

市
区
町
村
に
提
出
し
た
市
内
在
住
者
で
、「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■安田支所 2階「相談室」＝ 9月 21 日（水）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 日程＝毎月第 1、3水曜

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※ 相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参ください。

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　
悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟

　
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・ 

新
発
田

　
☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

・ 

村
上

　
☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話
番

号
に
お
か
け
く
だ
さ

い
。

年
金
相
談

▼
期
日
＝
9
月
21
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
昼
12
時
30

分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容

等▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
３
）

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以
外
は
要

予
約
）
※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課
　
☎
61
‐
２
４
７
４

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
者
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
10
月
7
日
（
金
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）

※
予
約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域

保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26

‐
９
１
３
３

健
康
・
子
育
て

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
希
望
者

は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
「
妊
娠

届
出
書
」
と
そ
の
書
類
に
記
載
の
あ
る

必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
曜
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
日
時
を
調

整
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
２
６
３
１
）

9
月
の
お
は
な
し
会

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
9
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

　

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
9
月
5
日（
月
）、12
日（
月
）、

15
日
（
木
）、
26
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
9
月
2
日（
金
）、9
日（
金
）、

15
日
（
木
）、16
日
（
金
）、23
日
（
金
）、

30
日
（
金
）

夜
間
役
所
（
9
月
）

▼
期
日
＝
9
月
7
日
（
水
）、21
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、通
知
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
変
更
、

納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

は
交
付
の
み
で
す
。

働
く
人
の
電
話
相
談
室

　
9
月
10
日
（
土
）、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）
が
定
め
た
「
世
界
自
殺
予

防
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
開
設
し
ま
す
。

　
通
話
料
・
相
談
料
と
も
無
料
で
、
仕

事
、
人
間
関
係
、
生
活
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
、
当
会
所
属
の
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
対
応
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
9
月
9
日（
金
）〜
11
日（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
10
時

▼
相
談
電
話

☎
０
１
２
０
‐
５
８
３
３
５
８

▼
問
い
合
わ
せ
＝
（
一
社
）
日
本
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 

上
信
越
支
部 

新

潟
事
務
所
　

☎
０
２
５
‐
２
９
０
‐
３
８
８
３

不
動
産
無
料
相
談
会

　
不
動
産
フ
ェ
ア
の
開
催
時
に
無
料
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
23
日
（
金
） 

午
前
10
時

〜
午
後
4
時

▼
会
場
＝
（
公
社
）
新
潟
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
新
発
田
支
部
（
新
発
田
市

舟
入
町
3
‐
5
‐
21
）

▼
相
談
内
容

・ 

不
動
産
の
売
買
・
賃
貸
に
関
す
る
こ
と

・ 

不
動
産
に
関
す
る
税
金
の
こ
と

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）
新
潟
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会 

新
発
田
支
部

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
１
２
２
０

新
潟
県
自
殺
対
策
推
進

月
間
で
す

〜
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
す

 

た
っ
た
一
つ
の
命
で
す
〜

　
新
潟
県
の
自
殺
死
亡
率
は
、
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
全
国

平
均
を
上
回
る
深
刻
な
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
家
族
や
地
域
で
の
つ
な
が

り
を
持
ち
、
何
か
あ
っ
た
時
は
話
せ
る

関
係
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
、「
こ

こ
ろ
」
と
「
い
の
ち
」
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
悩
み
苦
し
む
人
が
孤

立
し
な
い
よ
う
、
周
囲
の
気
付
い
た
人

が
声
を
掛
け
、
一
人
で
も
多
く
の
大
切

な
命
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
主
な
相
談
窓
口
は
次
の
と
お
り
で

す
。
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
友
達

の
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
一
人
で
悩

ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
新
潟
県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

▼
相
談
電
話

☎
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
０
２
５

▼
受
付
時
間
＝
毎
日
・
24
時
間

◎ 

新
潟
下
越
地
域
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の

支
援
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
電
話

☎
０
２
５
４
‐
28
‐
８
８
８
０

▼
受
付
時
間
＝
祝
日
を
除
く
月
曜
〜
金

曜
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

◎
新
発
田
地
域
振
興
局
地
域
保
健
課

▼
相
談
電
話

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

▼
受
付
時
間
＝
祝
日
を
除
く
月
曜
〜
金

曜
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

◎ 

市
役
所
健
康
推
進
課
（
水
原
保
健
セ

ン
タ
ー
1
階
）

▼
相
談
電
話

☎
61
‐
２
４
７
４

▼
受
付
時
間
＝
祝
日
を
除
く
月
曜
〜
金

曜
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康
づ

く
り
係
（
内
線
２
６
３
５
・
２
６
３
７
）

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

足湯や遠赤外線ドームを使用する整体院です。
あなたの体のメンテナンスをお任せください。
ご予約・ご来店、心よりお待ちしています。

HANDS　Body Maintenance Room
阿賀野市保田 4476-9　☎ 0250-47-7855

完全予約制（当日不可）　https://hands.themedia.jp
open 10:00 ～ close 20:00

足湯１０分・遠赤外線ドーム１５分・
全身施術４０分

２,０００円
【税込み】

この欄への広告募集！
料金10,000 円（86mm× 47mm）

問い合わせは市民協働推進課 広報広聴係へ

（内線 2283・2284）

PRしてみませんか
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8
月
2
日
、
阿
賀
野
高
校
2
年
の
須
貝

俊
介
さ
ん
、
前
田
勇
平
さ
ん
、
内
山
大
輝

さ
ん
の
3
人
が
、市
立
図
書
館
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
図
書
館
職
員
か
ら
業
務
の
説
明
を
聴

き
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
本
の
貸
し
出
し

や
返
却
、
書
棚
の
整
理
な
ど
、
図
書
館

を
利
用
し
に
き
た
市
民
と
触
れ
合
い
な

が
ら
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
真
剣
に
業
務
を
こ
な
し
た
内
山
さ
ん

は
「
本
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
整
理
す
る
の

が
大
変
だ
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
阿
賀
野
高
校
で
は
、
2
年
生
32
人
が
10
事

業
所
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

阿
賀
野
高
校 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

将
来
の
夢
の
第
一
歩

災
害
時
に
備
え
協
定
締
結

地
図
製
品
等
の
供
給
に
関
す
る
協
定
締
結

　
8
月
5
日
、
市
役
所
で
、
株
式
会
社

ゼ
ン
リ
ン
新
潟
営
業
所
（
緒
方
賢
一
所

長
・
新
潟
市
中
央
区
）
と
阿
賀
野
市
が
、

災
害
時
に
お
け
る
地
図
製
品
等
の
供
給

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
規
模
災
害
発
生

時
に
、
住
宅
地
図
・
広
域
地
図
の
提
供
や

住
宅
地
図
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
Ｚ
Ｎ
Ｅ
Ｔ 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
の
無
償
利
用
が

可
能
と
な
り
、
円
滑
な
災
害
対
策
本
部
の

運
営
や
家
屋
調
査
の
実
施
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
市
が
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
団
体
は
、
同
社
で
14
団
体
目
と

な
り
ま
す
。

笹岡小学校 4年生総合学習「湧き水調べ」

　
7
月
20
日
、
笹
神
支
所
で
、
笹
岡
小

学
校
4
年
生
24
人
が
学
区
内
4
か
所
の

湧
き
水（
岩
瀬
の
清
水
・
優う

婆ば

尊そ
ん

御
霊
水
・

薬
師
の
清
水
・
権
現
山
霊
水
）
に
つ
い
て
、

市
民
や
市
関
係
者
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
が
総
合
学
習
の
時
間
に
、

家
族
や
地
域
、
水
を
汲
み
に
来
た
人
な

ど
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
味
や
硬
度
、

言
い
伝
え
な
ど
を
調
べ
た
り
し
た
内

容
を
ま
と
め
て
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　
榎
本
喜は

る

心き

さ
ん
は
、「
調
べ
る
こ

と
や
発
表
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
湧
き
水
は
ず
っ
と
続
い
て

ほ
し
い
し
、
も
っ
と
み
ん
な
に
伝
え

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

湧き水を大調査！ ラ
ジ
オ
体
操
で
心
地
よ
い
汗

夏
期
ラ
ジ
オ
体
操
会

　
7
月
23
日
か
ら
8
月
28
日
ま
で
、
瓢
湖

水
き
ん
公
園
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
前
広
場
で

「
夏
期
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
日
約
50
人
の
市
民
が
参
加
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
第
1
放
送
の
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
の
放
送
（
午
前
6
時
30
分

〜
40
分
）
に
合
わ
せ
て
実
施
。
6
月
の
講
習
会

で
指
導
員
に
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
毎
日
交

代
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
手
解
き
し
な
が
ら
、

参
加
者
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
、
健
康
づ
く
り

に
向
け
て
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

左から、須貝さん、前田さん、内山さん

左から、田中市長、緒方所長

　
こ
の
記
事
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
市
役
所

を
訪
れ
た
新
潟
公
務
員
法
律
専
門
学
校
1
年
の

田
村
華
那
さ
ん
（
中
島
町
）
が
作
成
し
ま
し
た
。

出湯友の会 花植えボランティア

　
色
鮮
や
か
な
花
々
で
彩
ら
れ
た
花

壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
が
出
湯
温
泉
街
に

設
置
さ
れ
、
訪
れ
る
温
泉
入
浴
客
や

宿
泊
客
の
目
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
花
々
は
地
元
の
50
〜
70
代
の

有
志
16
人
で
構
成
す
る
「
出
湯
友
の

会
」
が
植
え
付
け
。
地
域
の
に
ぎ
わ

い
を
生
み
出
そ
う
と
今
年
6
月
に
結

成
し
た
会
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
に
は
地
元
の
竹
で
門
松
作
り

を
行
う
と
の
こ
と
で
、
代
表
の
大
倉
一

昭
さ
ん
は
「
出
湯
に
訪
れ
る
人
も
、
地

域
の
人
か
ら
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
大

変
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

色鮮やかな花々でお出迎え 意
見
を
交
換
し
連
携
強
化

多
職
種
連
携
研
修
会

　
7
月
25
日
、
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、「
看

取
り
と
多
職
種
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
「
多

職
種
連
携
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
医
療
・
介
護
・
福
祉
関
係
者

１
５
８
人
が
参
加
。
立
正
大
学
社
会
福
祉
学

部
講
師
の
川
本
健
太
郎
氏
に
よ
る
講
義
の
後
、

21
班
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、

そ
の
課
題
な
ど
を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
他
職
種
や
同
業
他
社
の

人
の
意
見
等
を
聴
く
こ
と
が
で
き
て
有
意
義

だ
っ
た
と
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
瓢
湖
の
白
鳥
を
守
る
会
主
催
の「
ハ
ス
・

ヒ
シ
刈
り
作
業
」
が
8
月
7
日
、
強
い
日

差
し
が
照
る
中
、
瓢
湖
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
水
原
中
学
校
・
阿
賀
野
高
校

の
生
徒
や
阿
賀
野
市
民
ま
つ
り
を
創
る
会
・

市
建
設
業
協
会
青
年
部
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
１
１
１
人
が
参
加
。
給
餌
場
か
ら
北
側
排

水
口
方
向
へ
約
３
５
０
０
㎡
の
面
積
を
約
3

時
間
か
け
て
刈
り
取
っ
て
搬
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
は
白
鳥
の
飛
び
立
ち
や
着
水

場
所
確
保
等
の
目
的
で
、
瓢
湖
の
白
鳥
を

守
る
会
や
市
が
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
瓢
湖

の
現
況
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
初
め
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
協
働
で
行
い
ま
し
た
。

瓢
湖
の
ハ
ス
・
ヒ
シ
刈
り
作
業

初
飛
来
に
向
け
て
準
備
！

農
業
女
子
の
事
故
を
防
げ

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
推
進
研
修
会

　
阿
賀
野
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

じ
め
の
い
っ
ぽ
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
農
業
女
子
の
た
め
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
推

進
研
修
会
」
が
7
月
22
日
、
分
田
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、県
農
業
大
学
校
研
修
セ
ン
タ
ー

か
ら
講
師
を
迎
え
、
農
作
業
事
故
の
実
態
や

事
故
の
未
然
防
止
対
策
等
の
講
義
の
後
、
刈

り
払
い
機
を
使
っ
た
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
家
族
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
教

わ
ら
な
い
の
で
と
て
も
役
に
立
っ
た
」「
点

検
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら
っ
て
よ

か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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★  8月も市内のイベントに
　　　　　　 参加してきたっちょ。
　8月は、障害福祉サービス事業所ゆうきの里
の「ゆうき祭」などに出演してきたよ。来場し
た人と一緒に写真を撮るなど、すごく楽しかっ
たっちょ。

★  9月もイベントに参加するっちょ。
　9月も市内外のイベントにたくさん出演して
くるっちょ。18 日に健康福祉センター京和荘
で開催される「あがのカムカム」や 25 日に笹
神支所駐車場で行われる「昭和の乗り物大集合
in 阿賀野 2016」などに出演するよ。会場で待っ
ているから、ごずっちょに会いにきてっちょ！

★ ゆるキャラ®グランプリ2016
　　　　　　　　　      投票期間中！
　1日 1回パソコン、スマートフォンなどから
投票してっちょ！

★

ごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします

ごずっちょ通信

● 

日
頃
か
ら
図
書
館
に
行
き
、
本
を

借
り
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
連
れ

て
い
く
と
読
書
習
慣
が
つ
い
て
良

い
で
す
。　

　
　
　
（
30
代
・
女
性
）

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
こ
と
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
　
　
　
　 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、
と

て
も
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
40
代
・
女
性
）

☆ 

お
知
ら
せ
版
で
、
あ
が
の
ポ
イ
ン

ト
が
付
く
市
の
事
業
に
は
、
ミ
コ

ち
ゃ
ん
マ
ー
ク

　
　
が
付
い
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

本
が
好
き
な
私
は
、
今
は
近
い
水

原
中
学
校
市
民
図
書
室
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
足
を
延
ば
し
て
市
立

図
書
館
に
も
行
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

間
違
い
探
し
、
今
月
は
難
し
か
っ

た
で
す
。
や
っ
と
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

（
10
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

市
立
図
書
館
・
水
原
中
学
校
市
民

図
書
室
の
本
の
貸
し
出
し
が
最
大

10
冊
以
内
に
な
っ
て
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
　 

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

他
の
市
町
村
の
広
報
を
見
る
機
会

が
あ
り
ま
す
が
、
阿
賀
野
市
の
広

報
は
内
容
が
優
れ
て
い
る
と
、
い

つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
50
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

読
書
の
秋
に
向
け
て
図
書
館
を
積

極
的
に
利
用
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
　
　 

（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

間
違
い
探
し
、
難
し
く
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。
図
書
館
も
利
用
し

て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
20
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
の
く
ず
あ

ん
ゼ
リ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
ひ
ん

や
り
し
て
、
お
い
し
く
作
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
40
代
・
女
性
）

☆ 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
に
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
レ
シ
ピ
も
、
ク
ッ
ク

パ
ッ
ド
の
阿
賀
野
市
公
式
キ
ッ
チ

ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ふ
る
さ
と
探
訪
で
、
阿
賀
野
市
の

伝
説
を
ま
た
一
つ
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
　
　
　 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

本
が
好
き
な
子
ど
も
が
い
る
の

で
、
図
書
館
の
読
み
聞
か
せ
に
連

れ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
30
代
・
女
性
）

☆ 

市
立
図
書
館
で
は
毎
週
土
曜
に
、

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
で
は
毎

月
第
2
日
曜
に
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

№51
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市民協働推進課 市民協働推進係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

P.N くーちゃんさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってま～す♪

障害福祉サービス事業所ゆうきの里「ゆうき祭」

シ
リ
ー
ズ

　
　
阿
賀
野
市
の
伝
説

「
瀬せ

寄き

社し
ゃ

（
安
田
地
区
）」

　
六
野
瀬
の
南
東
側
、
集
落
か
ら
少

し
離
れ
た
林
の
中
に
旧
六
野
瀬
村
の

産う
ぶ

土す
な

神が
み

「
瀬
寄
社
」
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
神
社
の
東
側
、
用
水
路
を

挟
ん
だ
細
山
丘
陵
の
麓
の
山
林
に

「
古ふ

る

宮み
や

」
と
呼
ば
れ
る
地
が
あ
り
、

か
つ
て
は
そ
こ
が
所
在
地
で
し
た
。

　
安
田
町
史
に
よ
る
と
、
神
社
の
創

立
年
月
は
不
詳
で
宝ほ

う

暦れ
き

年
間
と
弘こ

う

化か

年
間
に
火
災
に
遭
い
再
建
さ
れ
ま
し

た
。
祭
神
は
、
水
神
な
ど
で
知
ら
れ

る
瀬せ

お
り
つ
ひ
め
の
み
こ
と

織
津
姫
命
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
神
社
に
は
、
洪
水
を
防
ぐ

た
め
に
命
を
さ
さ
げ
た
娘
を
祭
っ
た

と
い
う
有
名
な
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

■ 

人
柱
と
な
っ
た
「
お
せ
き
」

　
六
野
瀬
地
区
の
歴
史
は
、
阿
賀
野

川
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
現
在
は
、
堅
固
な
堤
防
が

築
か
れ
て
、
穏
や
か
に
流
れ
る
阿
賀

野
川
で
す
が
、
昔
は
毎
年
の
よ
う
に

氾
濫
し
て
、
川
岸
に
暮
ら
す
人
々
は

そ
の
た
び
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
あ
る
時
、
万
策
尽
き
た
村
人
は

話
し
合
い
の
末
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡

宮
を
勧か

ん

請じ
ょ
う

（
神
様
の
霊
を
分
霊
し
、

移
す
こ
と
）
し
て
お
祭
り
し
、
暴
れ

川
を
鎮し

ず

め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の

際
、
対
岸
の
村
に
住
ん
で
い
た
「
お

せ
き
」
と
い
う
名
の
娘
を
連
れ
て
き

て
人
柱
に
し
、
川
底
に
沈
め
、
神
様

へ
の
さ
さ
げ
も
の
に
し
た
と
い
う
の

で
す
。

　
阿
賀
野
川
が
た
び
た
び
洪
水
を
起

こ
す
の
は
、
川

の
流
れ
を
つ
か

さ

ど

る

水

神

が

生い
け

け

贄に
え

を

求
め
て
い
る
か

ら
に
違
い
な
い

と

信

じ

ら

れ

て
い
た
か
ら
で                              

す
。
全
て
の
儀

式
が
終
わ
り
、
一

夜
明
け
る
と
川

の
水
が
引
い
て
、

六
つ
の
瀬
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
と

い
う
も
の
、
治

水
工
事
は
よ
く

は
か
ど
り
、
洪

水
で
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
も
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
近
在
の
人
々

は
、
競
っ
て
そ

こ
に
住
み
着
く

よ
う
に
な
り
、

村

を

見

下

ろ

す
細
山
に
「
お

せ
き
」
の
霊
を

祭
っ
て
感
謝
を

さ
さ
げ
る
た
め

の
社

や
し
ろ

を
造
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
瀬
寄

社
の
始
ま
り
だ
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
瀬
寄
社
の
い
わ
れ
に
は
こ

の
他
に
、
阿
賀
野
川
の
土
手
が
決
壊

し
た
時
、
大
蛇
が
出
現
し
、
崩
れ
ゆ

く
土
手
に
蛇じ

ゃ

体た
い

を
横
た
え
て
せ
き
と

な
り
、
村
を
守
っ
て
く
れ
た
そ
の
大

蛇
を
祭
っ
た
と
す
る
説
。
天
正
の

頃
、
こ
の
地
の
長
で
治
水
に
貢
献
し

た
「
関せ

き

太だ

夫ゆ
う

」
と
い
う
人
物
を
祭
っ

た
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

■
地
名
「
六
野
瀬
」
の
由
来

　
乾か

ん

元げ
ん

2
（
１
３
０
３
）
年
に
記
さ
れ

た
史
料
「
大

お
お
み
よ
り
す
け
し
ょ
り
ょ
う
は
い
ぶ
ん
も
く
ろ
く

見
頼
資
所
領
配
分
録
」
に

は
安や

す
だ
じ
ょ
う
ろ
く
ど
せ
ん

田
条
六
度
仙
と
あ
り
、
天

て
ん
し
ょ
う正
2

（
１
５
７
４
）
年
の
「
安

や
す
だ
り
ょ
う
き
ゅ
う
ぶ
ん
ち
ょ
う

田
領
給
分
帳
」

に
は
六ろ

く

度ど

瀬せ

の
名
が
見
え
ま
す
。

　
古
文
書
か
ら
は
、
時
代
を
追
っ

て
、
六
度
仙
↓
六
度
瀬
↓
六
之
瀬
↓

六
野
瀬
と
変
わ
っ
て
い
く
様
子
が

分
か
り
、
単
に
「
六
つ
の
瀬
が
あ
っ

た
か
ら
六
野
瀬
に
な
っ
た
」
と
い
う

こ
と
で
は
な

さ
そ
う
で
す
。

　
六
野
瀬
地

区
に
は
今
で

も
阿
賀
野
川

の
旧き

ゅ
う
か
ど
う

河
道
（
昔

の
川
の
流
路
）

の
跡
と
み
ら

れ
る
地
形
が

残
っ
て
い
ま

す
。

伝

説

や

地
名
と
あ
い

ま

っ

て
、

自

然
の
猛
威
と

闘
っ
た
先
人

の
苦
労
が
し

の
ば
れ
ま
す
。

《
参
考
文
献
》

越
後
安
田
の
む

か
し
ば
な
し
・

安
田
町
史
・
広

報
や
す
だ

瀬寄社本殿 瀬寄社神額

瀬寄社付近から六野瀬集落を望む
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【材料】（4人分）
干ししいたけ………………………2枚
じゃがいも…………………………1個
ニラ…………………………………60g
モヤシ………………………………60g
うす揚げ…………………………1/2 枚
春雨…………………………………10g
だし汁としいたけの戻し汁……600 ㏄
干し小エビ……………………大さじ 1
かつお節……………………………1g
ごま……………………………小さじ 1
酒、みりん、めんつゆ……各小さじ 2
みそ……………………………大さじ 1

★ 8月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 8月号の当選者
・加藤翔さん　・P.N カズベイさん
・P.N のすけママさん 　・P.N ともママさん
・P.N ゆっこさん　・P.N カズMAXさん
・P.N たくみんのパパさん　・P.N まりさん
・ 坂爪美和子さん

《応募総数 12 通　9通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 9月 15 日（木）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報あがの 行

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　間違いのところをペンで囲み、携帯電話やスマート

フォンで写真に撮り、必要事項を入力してメールで応

募しても OKです。意見・感想を忘れずに !

紙面

　9月 1日から、あがの市民病院正面玄関前の大駐車場が利用できるようになりました。旧水原郷病院があったこ
の場所には、300 台余りの車を止めることができます。　※左側が実際の写真です（8月 18 日撮影）。

★今月のプレゼント★

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
うま味だしたっぷりみそ汁 【作り方】

① 干ししいたけは水でもどしておく。

② じゃがいもは拍子切りにし、ニラは 2㎝の

長さに切る。うす揚げは細切りにし、春雨

は食べやすい長さに切る。

③ 干し小エビ、かつお節、ごまをすり鉢です

る。

④ 鍋にだし汁としいたけの戻し汁を入れて火にかけ、じゃがいもを入れて

煮る。干ししいたけ、ニラ、モヤシ、うす揚げ、春雨を加え、酒とみり

んを入れて火をとおす。

⑤ ③の干し小エビ、かつお節、ごまを加える。

⑥ 最後にめんつゆ、みそで味を調える。

クックパッド　阿賀野市 検索

ト★ト★プレゼントプ ゼントトト★トトレゼント★

ごずっちょシール＆
ミニタオル

し
て
逆
に
元
気
を
も
ら
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら「
あ
や
〜
、

大
変
だ
ね
ぇ
」
な
ど
と
声
を
掛
け
て
も

ら
っ
て
顔
な
じ
み
に
な
り
、
お
互
い
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
安
全
安
心
を
守

る
た
め
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
訪
問
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
だ
し
の

風
ま
つ
り
や
安
田
八
幡
宮
の

十
五
夜
祭
り
で
も
防
犯
見
回

り
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
目
印
は
、
背
中

に
「
地
域
安
全
見
守
り
女
性
部
隊
」
と

書
か
れ
、
活
動
す
る
際
に
常
時
着
用
す

る
オ
レ
ン
ジ
色
の
ベ
ス
ト
で
す
。
こ
れ

を
着
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
交
通
事
故

へ
の
抑
止
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

監
視
が
行
き
届
い
て
い
る
と
い
う
印
象

を
対
外
的
に
植
え
付
け
、
防
犯
に
も
一

翼
を
担
う
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　
6
月
17
日
、
岩
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
、
市
や
阿
賀
野
警
察
署
、
市
交

通
安
全
協
会
の
関
係
者
を
招
い
て
、
節

目
の
年
を
祝
う
た
め
、
創
設
5
周
年
記

念
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
交
通
安
全
協
会
安
田
支
部
山
手
支

会
の
浅
野
芳
紀
会
長
か
ら
、
式
典
の
あ

い
さ
つ
の
中
で
「
皆
さ
ま
の
活
動
に
は

頭
が
下
が
る
思
い
で
、敬
意
を
表
す
る
」

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
の
う

れ
し
さ
と
同
時
に
、
今
後
の
活
動
に
向

け
て
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
頃
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
、
子
ど

も
た
ち
か
ら「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
も
ら
っ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に

　
「
地
域
の
安
全
安
心
は
地
域
で
守
る
」

を
合
言
葉
に
、
山
手
小
学
校
区
の
女
性

の
皆
さ
ん
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
地

域
安
全
見
守
り
女
性
部
隊
」
を
紹
介
し

ま
す
。

◎
活
動
の
き
っ
か
け

　
平
成
23
年
11
月
、
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー

ル
ド
の
駐
車
場
内
に
複
合
場
外
舟
券
・

車
券
発
売
場
「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
阿
賀

野
」
が
開
設
。
こ
れ
に
伴
い
、
山
手
小

学
校
区
に
お
け
る
人
や
車
の
往
来
が
増

え
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の
発
生
な
ど
地

域
の
変
化
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
未
然
に
防
止
し
、
地
域
の
安
全
安

心
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
平
成
24
年
3

月
に
こ
の
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

◎
活
動
に
当
た
っ
て

　
現
在
、
隊
員
は
15
人
。
最
初
は
山
手
小

学
校
区
だ
け
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
徐
々
に
範
囲
を
広
げ
、
今
で
は
安

田
地
区
の
他
の
地
域
で
も
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
月
第
2
水
曜
に
実
施
し
て
い
る

山
手
小
学
校
児
童
の
下
校
時
見
守
り
を

は
じ
め
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
あ
い
さ

つ
運
動
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
行
う

　
子
ど
も
た
ち
の
下
校
を
見
守

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
く
れ

て
い
る
山
手
小
学
校
区
の
女
性
の

皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
ち
ょ
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
相

互
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
、
地
域

の
安
全
安
心
に
つ
な

が
っ
て
い
く
ん
だ
ね
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　
市
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市
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野
瀬 

三
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さ
ん

広
が
れ
！ 

活
動
の
輪

広
が
れ
！ 

活
動
の
輪

6 月 17 日、創設 5周年記念祝賀会

日
本
人
選
手
の
活
躍
に
感
動

　
連
日
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
お
変
わ
り
な
く
、
お
元
気
で

お
暮
ら
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
先
月
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
連
日
、
各

種
競
技
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
テ
レ
ビ
で

そ
の
模
様
が
伝
え
ら
れ
、

「
わ
く
わ
く
」「
ハ
ラ
ハ
ラ
」

「
ド
キ
ド
キ
」、そ
し
て
「
バ

ン
ザ
イ
」「
ガ
ッ
ク
リ
」
と
、

手
に
汗
握
る
日
本
勢
の

活
躍
で
感
動
と
喜
び
の

熱
い
暑
い
夏
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の「
ボ

ン
ジ
ー
ア
」
の
あ
い
さ

つ
も
す
っ
か
り
な
じ
み
、

選
手
の
努
力
を
称
え
る

コ
メ
ン
ト
や
選
手
の
喜

び
の
声
、
唇
を
か
み
し

め
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

様
子
を
見
聞
き
し
、
選
手
の
皆
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
大
変
な
道
程
を
乗

り
越
え
て
き
た
思
い
と
、
精
神
力

の
強
さ
、
努
力
と
精
進
の
結
果
が

う
か
が
え
る
も
の
で
し
た
。
全
て

の
競
技
が
そ
う
で
し
た
が
、
卓
球

女
子
団
体
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
福
原
愛
選
手
の
「
苦
し
か
っ
た
」

や
、
石
川
佳
純
選
手
の
「
う
れ
し

涙
」、
水
泳
女
子
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
金
藤
理

絵
選
手
の
「
一
時
は
競
技
を
や
め

よ
う
と
思
っ
た
が
、
続
け
て
き
て

よ
か
っ
た
」
の
言
葉
な
ど
に
は
想

像
を
超
え
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
奥

原
希
望
選
手
、
山
口
茜
選
手
の
日

本
人
同
士
の
対
決
も
あ
り
、
で
き
れ

ば
決
勝
で
戦
っ
て
ほ
し
か
っ
た
組
み

合
わ
せ
も
あ
り
ま
し
た
。
全
て
の
選

手
が
持
て
る
力
を
思
う
存
分
に
発
揮

し
、
メ
ダ
ル
の
数
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
素
晴
ら
し

い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ぜ
ひ
4
年
後
の
東

京
で
さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
よ
く
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
は
魔
物
が
住
ん
で

い
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

敵
は
自
分
の
心
で
あ
り
、

少
し
で
も
弱
気
に
な
っ

た
ら
負
け
る
と
い
う
も

の
で
す
が
、
こ
の
こ
と

は
一
般
社
会
で
も
い
え

る
こ
と
で
す
。
人
生
は
全
て
自
分

と
の
戦
い
で
あ
り
、
努
力
は
嘘
を

つ
か
な
い
。
努
力
し
た
も
の
が
成

功
し
ま
す
。
健
康
も
同
じ
で
、
努

め
て
運
動
す
れ
ば
元
気
で
長
生
き

幸
せ
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
あ
、
今
月
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
再
び
日
本

勢
の
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。「
が

ん
ば
れ
ニ
ッ
ポ
ン
！
」。

田
中
清
善
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市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「ゆっちゃん」は プールに はいったり、みずあそびをした

りして たのしいなつをすごしたよ。とうもろこしやスイカも 

いっぱい たべることができて、うれしかったよ♪ ゆっちゃんは 

ちょっとたべものの すききらいがあるけど、これからは いろい

ろなものを たくさんたべて おおきくなりたいな！

清野 由
ゆ き な

希菜ちゃん（1歳6か月）／中島町（パパ洋さん・ママ佳織さん）

【人の動き】 人口 43,849 人（－ 70） 男 21,219 人（－ 23） 女 22,630 人（－ 47） 世帯数 14,285（－ 16)

平成 28 年 8 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 15 人・死亡 46 人・転入 41 人・転出 80 人

　安田幼稚園さくら組の園児 15 人と保護者

が、PTA 行事のクラス活動で修了記念の作品

として、瓦 25 枚に「ごずっちょ」を描きま

した。園児たちが小学 1年生になって通学す

る頃、やすだ瓦ロードに展示されます。

　わたしの名前は「さくら」

トイ・プードルの 8歳だよ。

　ごはんより甘いおやつが

大好きなの。人も大好きで、

家に来た人を元気よくお出

迎えするよ。初めて会う人

にもピッタリくっついて離

れないの。今日も誰か遊びに来

ないかな～。

折笠勝一さん（七浦）宅の「さくら」ちゃん

　菅原神社（下条町）の御
お

神
み

輿
こし

が、明治24年の

建造以来、初めて修復。菅原神社例大祭（下条祭

り）宵宮の8月24日、今年の宮町である元町1・

2自治会で行われた神輿渡御で、金
きん

箔
ぱく

などが施

されて美しくよみがえった姿を披露しました。




